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↑神戸国際交流協会のクリスマスノ吟ティーなごやかに

昨年12月2日夜。神戸国際交流協会恒例のクリスマス会が神戸外国倶楽部で開かれた。新会長に野津太一郎氏が就任。
講師のアンナマリア・リグレスティさんのボランティア談義も面白く、各国領事、留学生も参加し大盛会だった

↑宗野・前会長夫妻とアンナマリアさん

頁

→理事の皆さん・

貝原夫妻とともに
合
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↓日ロ協会総領願夫妻お別れ会

昨年１２月１５日、大阪ロシア連邦総領事が5年半の任期を終え帰国するこ

とになり、会員が集まってさよならパーティーを開いた。通算27年の日

本勤務を含め40年間、日ソ・日口の友好のため尽力してきたコマロフス

キー総領事はちょうど誕生日のこの日、震災のことなど神戸のたくさん
の思い出をスピーチしていた
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司↑加藤きよ子さんと二代目高橋竹山さんジョイントリサイタル開く

闘病から起ち上がった今岡頚子舞踊団の加藤きよ子さんが、昨年12月１３日の夜、高橋竹
山さん（二代目）と競演。久々のモダンダンスの創作「鬼さんこちら」を神戸国際交流
会館の舞台で力演した。舞台フィナーレ（写真上)、スタッフ打ち上げ会（写真下）
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→吉田泰巳神戸市文

化賞を祝う会に集う

兵庫県いけぱな協会

会長の吉田泰巳氏の

神戸市文化賞の受賞

を祝って、神戸ポー
トピアホテルにおい

て昨年１２月１３日、祝

う会を開催し約800

人が集った。テノー

ルの向井揖爾さんと

バンドネオン奏者の

佐川峯さんがお祝い

の競演（写真左)、吉

田泰巳会長を囲んで

(写真右）
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↓宝地院大学忘年会

昨年12月27日、神戸文化人の集い「宝地院大学」の忘年会が盛大に
開かれた。一部は堀郁子さん（シャンソン歌手)、中川博志さん

(バーンスリー奏者)、グルポー・デルカドさん（メキシコ音楽）に

よるミニライブと室井緯先生の講演。二部では本堂に場を移し忘年
会ならぬ「笑生会」が。動物の鳴き声コンテストや阿波踊りで大い
に盛り上がった
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↑生活復興していく年に

恒例の新年名刺交換会が１月4日、神

戸国際展示場で開かれた。「昨年暮

れに保証協会が扱った2万5000件、

約5000億円の融資が効し、どうにか

明るい年を迎えることができた」と

の貝原県知事の挨拶が印象的だった

→ｒろくだん」で二人展開く

短歌の尾崎まゆみさんの第二歌集

『酸っぱい月』からの作品と、小黒

世茂さんのパステルと鉛筆画のジ

ョイント展がハーパーランドの

｢ろくだん」で１月１日～30日まで

開かれた。写真は１０日に開かれた、

師の塚本邦雄氏を迎えてのパーテ

ィー

↑園田兵信金庫理事長おめでとうｌ

恒例の新年誕生会が１月５日の夜、神戸ポートピアホ

テルで開催された兵庫信用金庫の園田正和理事長。

就任35年、兵信25周年というお祝い会に、知事電市

長をはじめ、京阪神の美女に囲まれご機嫌！園田

理事長のケーキカット（写真上)、京美人もかけつ

けた（写真下）

↑ヴイヅセル神戸の選手たちも今年Ｊリーグ一

部残留が決定したことを壇上で報告。キャプテ

ンの永島選手は「地域の人と一体感、密着感をも

ったチームにしたい」と抱負を語った

↑ヴイヅセル神戸の選手たちも今年Ｊリーグ一

部残留が決定したことを壇上で報告。キャプテ

ンの永島選手は「地域の人と一体感、密着感をも

ったチームにしたい」と抱負を語った
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←上川産三郎ノルウェー展開催

１月６日～31日まで御影のカメラミュージア

ムで､上川庄二郎さんのﾉﾙｳｪｰクルー

ジング中に写した写真の展示が行われ、１０

日のパーティーには、神戸市助役の前野保

夫さんやノルウェー海員教会の牧師夫妻も

駆けつけた。奥さんの恵美子さんの俳句が

作品をより盛り立てていた。同時に、フォ
トエッセイも出版

←上川産三郎ノルウェー展開催

１月６日～31日まで御影のカメラミュージア

ムで､上川庄二郎さんのﾉﾙｳｪｰクルー

ジング中に写した写真の展示が行われ、１０

日のパーティーには、神戸市助役の前野保

夫さんやノルウェー海員教会の牧師夫妻も

駆けつけた。奥さんの恵美子さんの俳句が

作品をより盛り立てていた。同時に、フォ
トエッセイも出版
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→神戸御崎中央球技場、さよならイベ

ント

あのくしもかつてプレーしたという、

由緒正しい神戸御崎中央球技場が、

2002年ワールドカップの会場として新

しく生まれ変わることになり、昨年１２

月２３．２６日にイベントが開かれた。

26日には、神戸市消防隊や松蔭女子学

院大によるセレモニー、ヴイッセル神

戸の選手とのイベントの後、希望者に

球技場の芝生がプレゼントされた
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→韓国学牛団涜迎えて

昨年１２月２４日、韓国から

の大学生、高校生団を迎え

た兵庫県日韓親善協会が、

民団会館で歓迎会を開い

た。学生たちは一弦琴の演

奏などが行われた歓迎会の

後､ﾙﾐﾅｽに乗船､ルミ

ナリエを見学して感激。よ

みがえった神戸を後にした

↑「第４回小磯良平大賞展｣、大賞に平松買太郎さん

小磯良平画伯の功績をたたえ新進画家の発掘を目指す公募展

｢第４回小磯良平大賞展」の大賞に平松賀太郎さん（東京）の

｢ＵＲＢＡＮ－Ⅱ」が選ばれ、昨年12月１８日、神戸ベイシェラ

トンホテル＆タワーズで授賞式が行われた

↓平松賢太郎「ＵＲＢＡＮ一Ⅱ」
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私
の
有
馬
温
泉
②

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
対
局

将
棋
の
世
界
で
一
人
前
の
四
段
に
な
っ
た
棋
士
が
ま
ず
目
標
に
す
る

の
は
、
将
棋
会
館
を
離
れ
て
の
対
局
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
Ｔ
Ｖ
対
局
を
除
く
公
式
戦
は
、
タ
イ
ト
ル
戦
な
ど
の

大
き
な
勝
負
以
外
は
全
て
、
東
西
の
将
棋
会
館
で
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

タ
イ
ト
ル
戦
は
、
全
国
の
一
流
旅
館
、
ホ
テ
ル
で
対
局
を
す
る
。
初

め
て
桧
舞
台
に
出
て
、
前
日
か
ら
対
局
湯
に
入
り
、
盛
大
な
前
夜
祭
に

出
席
。
そ
し
て
当
日
は
羽
織
袴
に
身
を
包
ん
で
盤
に
向
か
う
。
自
分
が

一
流
棋
士
の
仲
間
入
り
を
し
た
こ
と
を
実
感
す
る
。
至
福
の
時
で
あ
る
。

私
が
初
め
て
将
棋
会
館
を
離
れ
た
の
は
十
五
年
前
、
二
十
一
才
で
名

人
を
獲
得
し
た
時
の
七
番
勝
負
で
あ
る
。
そ
の
第
一
局
は
オ
ー
プ
ン
し

た
ば
か
り
の
東
京
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
に
泊
ま

っ
て
感
激
し
た
私
は
、
以
来
そ
の
ホ
テ
ル
を
東
京
の
常
宿
に
し
て
い
る
。

将
棋
会
館
を
離
れ
て
の
対
局
も
、
も
う
二
百
局
以
上
に
な
る
。
北
は

旭
川
か
ら
南
は
熊
本
ま
で
、
全
国
各
地
を
回
っ
て
い
る
が
、
有
馬
温
泉

は
私
に
と
っ
て
自
分
の
庭
で
の
対
局
と
言
え
そ
う
だ
。

「
中
の
坊
端
苑
」
や
「
ね
ぎ
や
陵
楓
閣
」
で
計
十
局
以
上
戦
っ
て
い
る

が
、
自
宅
の
あ
る
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら
六
甲
山
を
抜
け
て
三
十
分
で

着
く
の
が
嬉
し
い
。
有
馬
に
入
れ
ば
、
神
戸
市
内
と
は
思
え
な
い
静
け

さ
。
対
局
中
に
疲
れ
た
目
を
休
め
る
緑
も
豊
富
に
あ
り
、
素
晴
ら
し
い

環
境
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
対
局
は
真
剣
勝
負
で
あ
り
、
気
は
抜
け
な
い
が
、
そ
れ
で

も
美
味
し
い
食
事
と
豊
富
な
渇
量
の
温
泉
は
楽
し
み
た
い
．
中
で
も
、

有
馬
特
有
の
金
泉
は
い
か
に
も
効
き
そ
う
な
感
じ
が
し
て
、
お
気
に
入

り
の
一
つ
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
う
は
言
っ
て
も
実
は
最
近
、
有
馬
へ
は
あ
ま
り
行
っ
て
い

な
い
。
有
馬
で
の
対
局
の
多
い
、
王
位
戦
、
棋
聖
戦
、
王
座
戦
の
タ
イ

ト
ル
戦
に
あ
ま
り
出
て
い
な
い
か
ら
で
、
今
年
は
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
〈
棋
士
〉
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古泉閣
四季によって優雅に表情

を変える6万坪の大庭園。

９７年秋には、山小屋

“ザ・ロッジ”、大浴場

“八角堂”も誕生。ロ帰

りプラン“占泉弁当”

“有馬路懐石”の他、飛

騨高山の精進料理を味わ

うなら料亭‘‘慶月，.で。

宿泊料金／お一人機2食付24.000円より(土曜・休前日は29.000円より〉

日帰りプラン／古泉弁当5.000円、有馬路懐石6.500円
有馬温泉駅より送迎バスあり

冠078-904-0731

l冒霊霊禰Ｉ

有馬グランドホテル

宿泊料金／お-．人梯2食付25.000円より（休前日は
日帰りプラン／審旬譜6.000円（平日)、6.500円

7.000円（平日)、8.000円〈休日）要予釣

有馬温泉駅より送迎バスあり

97年秋にグランドオー

プンした中央館。最上

階の展望大浴苑‘雲海”

には、金泉露天風呂、

ハープ湯、ワールプー

ルも。Ｒ帰りプラン

‘‘奏旬譜，'は大人気。高

齢者や身体者への心く

ばりも行き届いている。

多少の料金アップ）

（休日)。お部屋でのお食事コース

壷078-904-0181

鍵譲
h－－劃

兵衛向陽閣
讐原秀吉公より命名さ

れた“兵術，’は、有馬で

も屈指の規模を誇る。北

摂の山並みを眺望できる

展望大浴場は、日替わり

で男女入れ替。庭園の見

えるレストラン“蘭'，で、

旬の素材を吟味した“ひ

さご弁当，，が人気。

宿泊料金／お一人様2食付24.000円より

日帰りプラン／ひさご弁当6000円（土曜・日曜・日は6.500円）

有馬温泉駅より送迎バスあり

壷078-904-0501

銀水荘別館兆楽

|霊鱒麓濡
iヨン｡季節毎の豪華な料
Ｉ理も定評がある。ご招待、

会議、懇親の集い、部陸

での会食まで多彩なプラ

ンを用意。炭焼レストラ

ンいろり亭‘華蓮”には

地酒もそろう。

宿泊料金/お一人様2食付(サ･税別)20‘０００円(東館)より、35.000円(函館)より
日帰りプラン／お部屋での会食はお-･人梯10000円より
有馬温泉駅より送迎バスあり

壷078-904-3656
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自分らしく輝いて新生星組のカラーを

Reportタカラヅカ

]ﾛ【ZtiKA

Wd2

「
あ
あ
き
れ
い
、
あ
あ
す
て
き
」
と
い
う

単
純
な
感
動
が
あ
る
。
屈
折
し
て
い
な
い
光
。

そ
れ
が
宝
塚
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
夢
を

取
り
戻
せ
る
場
所
で
す
か
ら
。

私
が
自
分
と
し
て
や
る
も
の
を
打
ち
出
せ

ば
、
み
ん
な
の
や
り
か
た
も
決
ま
っ
て
く
る
。

自
分
な
り
に
、
光
る
。
輝
く
こ
と
を
常
に
忘

れ
ず
に
や
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
、
み
ん

な
が
色
を
加
え
て
い
っ
て
く
れ
た
ら
、
星
組

と
し
て
の
カ
ラ
ー
も
自
然
に
生
ま
れ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

夏
に
は
、
博
多
座
か
ら
始
ま
る
公
演
で
、

私
が
宝
塚
に
は
ま
っ
た
「
我
が
愛
は
山
の
彼

方
に
」
を
演
じ
ま
す
し
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が

で
き
て
、
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い
で
す
。

も
と
も
と
楽
天
的
で
、
落
ち
込
む
よ
り
も

前
に
進
ん
で
い
き
た
い
タ
イ
プ
な
の
で
、
ペ

ー
ス
を
崩
さ
ず
、
自
分
を
見
失
わ
な
い
で
や

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
取
材
・
構
成
・
写
真
／
瀬
川
直
子
）

～２月宝塚大劇場。稔幸お披露目公演～

索幾Ｊ章☆

い
ま
、
歌
が
好
き
な
時
期
な
の
で
、
あ
の

名
曲
が
歌
え
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。
「
ト
ゥ
ナ

イ
ト
」
は
わ
た
し
た
ち
の
学
年
の
男
役
の
試

験
曲
だ
っ
た
の
で
、
同
期
生
に
う
ま
く
な
っ

た
ね
、
と
思
わ
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

あ
の
作
品
が
作
ら
れ
た
こ
ろ
に
は
前
衛
的

だ
っ
た
け
れ
ど
、
い
ま
は
ち
ょ
っ
と
古
い
ス

タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
そ
こ

に
、
わ
た
し
た
ち
演
じ
る
人
間
の
感
覚
を
盛

り
込
ん
で
、
う
ま
く
ミ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、

い
ま
の
時
代
の
「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
物
語
」

を
新
し
い
星
組
で
作
り
た
い
。
古
く
て
新
し

い
味
を
出
し
た
い
。
時
代
に
あ
っ
た
い
ま
の

良
さ
を
ど
う
作
っ
て
い
け
る
か
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
見
た
目
の
占
め
る
割
合
が
、

い
ま
の
お
客
様
に
は
大
き
い
で
す
か
ら
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
し
て
も
、
細
工
で
き
る
と
こ

ろ
は
工
夫
し
て
替
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

新
し
い
星
組
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
こ
の
公

演
で
、
組
の
メ
ン
バ
ー
が
、
も
う
ワ
ン
ラ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私

は
初
め
か
ら
路
線
に
乗
っ
て
い
た
の
で
は
な

く
、
群
舞
か
ら
育
っ
て
き
た
人
間
な
の
で
、

端
っ
こ
で
も
と
に
か
く
頑
張
っ
て
い
る
人
た

ち
を
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

宝塚大劇場

星組公演

２月１９日～３月29日

｢ｳｴｽﾄｻｲド物語」
演出・振付

ジェローム・ロビンス

演出・振付

アラン・ジョンソン

演出補

正塚晴彦

Ｓ席７５００円

Ａ席５５００円

Ｂ席３５００円

い
ま
の
と
こ
ろ
は
、
い
わ
ゆ
．
る
ノ
ー
ブ
ル

な
正
統
派
の
役
ど
こ
ろ
が
守
備
範
囲
だ
と
思

い
ま
す
。
宝
塚
ら
し
さ
が
出
る
世
界
。
こ
れ

は
わ
た
し
自
身
が
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
部
分
で
す
。
大
人
の
ド
ラ
マ
の
で
き
る

男
役
の
な
り
た
い
で
す
ね
。
ダ
ン
ス
が
好
き

で
す
か
ら
、
派
手
な
レ
ビ
ュ
ー
も
や
り
た
い

ん
で
す
が
、
一
方
で
渋
い
芝
居
を
し
た
い
と

も
思
い
ま
す
。

お
披
露
目
公
演
の
『
ウ
ェ
ス
ト
サ
イ
ド
物

語
』
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
目
指
し
た
人
間

は
、
誰
で
も
が
憧
れ
た
り
、
方
向
を
決
め
た

り
と
い
う
形
で
、
｜
度
は
通
っ
て
き
た
作
品

だ
と
思
う
ん
で
す
。
私
も
子
供
の
こ
ろ
に
こ

の
映
画
を
見
て
、
も
の
す
ご
く
感
動
し
た
。

バ
レ
エ
し
か
知
ら
な
か
っ
た
で
す
か
ら
「
こ

ん
な
踊
り
が
あ
る
ん
だ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
っ

て
す
ご
い
」
と
い
う
印
象
が
強
烈
に
あ
り
ま

し
た
。
あ
の
時
代
に
あ
ん
な
す
ご
い
作
品
を

作
っ
た
ん
だ
と
い
う
尊
敬
と
、
そ
っ
い
う
作

品
を
演
じ
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
の
喜
び

が
大
き
い
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
ご
ま
か
せ
な

い
。
曲
も
踊
り
も
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
す
べ

て
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
レ
ト
ロ
だ
け

れ
ど
、
セ
ン
ス
が
い
い
ん
で
す
。

稔幸

２
月
の
宝
塚
大
劇
場
は
、
『
ウ
エ
ス
ト
サ
イ

ド
物
語
』
を
上
演
。
こ
の
作
品
で
、
新
ト
ッ

プ
ス
タ
ー
、
稔
幸
さ
ん
が
お
披
露
目
と
な
り
、

新
生
星
組
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
公
演
前
の
抱

負
を
聞
い
た
。
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宝塚大劇場花組公演「夜明けの序曲」２月７日まで上演中

■

興行もできず食べ物も満足に食べられぬため、病
弱の座員が亡くなる

祇園の芸妓でモルガンに嫁ぎパ

リにすむユキは、夫婦を招いて

京舞を見せる。物珍しさの人気

で自分を見失わぬようにと忠告

閥

⑳

篭鱗
１
浬

－世を風廃したオッペケペ節を歌いながら、－座は

派手に出発する
害牛黄居の一座を率いて、川上音二郎はアメリカ公売れっ子芸者の奴が、音二郎の妻、貞として訪米す
演に向かうことを披露するるのを養母は神戸港で止めようとする

女優第一号の貞を中心に、新しい演劇を目指し、帰国するが受け

入れられず、音二郎は有馬で療養中。治る見込のない夫を舞台で
死なせたいと、座員に頼む貞

‘瀞
近代的な設備を備えた理想の劇場、北浜の帝国座で音二郎
は明治四十三年、夢なかばで亡くなる

尋 且
一
一
一
・

／

胃

厳

『

霊置もＦ，

やっと劇場が一日借りられることになったが、女形は

理解されないため、貞が舞台に立つならと言う条件だ
った。貞を舞台に出すことは、音二郎のプライドが許
さなかった

詐欺に遭うなど苦難続きだったが、夫婦の紳は固か
った

②

|Ｉ

芸の進歩の無さと、日本女性としての奥ゆかしさを求める
音二郎に、女性も自立した存在であることに目覚めた貞は
反発。夫婦に満ができる

◆宝塀ＳＴＡＧＥギャラリー◆

』

音二郎は死んで詫びようとするが、

逃げずにやり遂げることが責任と旅
芸人に叱責され、思いとどまる

綴『
琴；

巴ｈ"弓''１

貞も夫のため舞台に立つ決意をする。パリで音二郎と貞は歌
舞伎を披露し、大評判となる

画雲霧淫

ゆ

●

■

‐
ｈ

β
‐
‐
鋤
Ⅲ
州
‐

室
罰
翻
唖
誼
蜘
噸
侭

勇
】
炉 ⑨ 鯨⑨

鴎

灘Ii1聯
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ｌ
今
ま
で
の
道
路
整
備
の
状
況
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

平
成
五
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
第
十
一
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
整
備
を
進
め
て
き
た
明
石
海
峡
大
橋
と
と
も
に
神
戸
淡

路
鳴
門
自
動
車
道
が
平
成
十
年
四
月
に
全
通
し
た
ほ
か
、
阪
神
高
速
道

路
湾
岸
（
垂
水
）
線
や
第
二
神
明
道
路
北
線
な
ど
、
関
連
道
路
も
同
じ
く

供
用
を
開
始
。
平
成
九
年
十
二
月
に
全
通
し
た
山
陽
自
動
車
道
と
も
連

結
さ
れ
ま
し
た
。

明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
に
よ
り
、
淡
路
と
本
土
間
の
車
の
通
行
量
は

一
日
に
一
万
台
か
ら
三
万
千
六
百
台
と
約
三
倍
以
上
に
増
加
し
、
人
の

移
動
量
も
二
万
五
千
五
百
人
か
ら
十
二
万
七
千
人
と
約
五
倍
も
の
増
加

を
み
て
い
ま
す
。
淡
路
島
の
観
光
客
の
数
は
約
三
倍
に
、
宿
泊
客
の
数

も
約
二
倍
に
増
え
、
観
光
産
業
に
も
大
き
な
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

ｌ
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
」
で
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
道
路
整
備
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
を

い
た
だ
き
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
五
つ
の
道
路
整
備
の
目
標
を
設
定
し

ま
し
た
。
第
一
は
一
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
み
ち
づ
く
り
』
で
す
。
交

通
事
故
を
解
消
す
る
た
め
の
自
動
車
道
歩
行
者
道
の
整
備
や
交
差
点
の

改
良
、
道
路
照
明
の
設
置
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
歩
道
の
幅
を
広

げ
た
り
歩
道
の
段
差
を
な
く
す
な
ど
福
祉
に
も
配
慮
し
た
み
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
得
た
教
訓
を
も
と

に
、
災
害
時
の
避
難
路
の
整
備
、
迅
速
な
救
援
活
動
の
た
め
の
複
数
道

路
に
よ
る
代
替
ル
ー
ト
の
確
保
な
ど
災
害
に
強
い
み
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

第
二
は
『
快
適
な
生
活
環
境
を
め
ざ
す
み
ち
づ
く
り
」
で
す
。
花
や
緑

の
あ
る
道
路
整
備
や
電
線
等
の
地
中
化
な
ど
を
進
め
、
快
適
利
便
な
道

路
空
間
を
創
り
出
し
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
野
生
動
物
が
自
動
車

道
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
道
路
下
に
通
り
抜
け
で
き
る
道
を
整
備
し
た

、

新たな道路整備五箇年計画について

二十一世紀に向けた

道
路
は
地
域
と
地
域
を
結
び
、
人
や
物
の
交
流
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
県
土
木
部
道
路
建
設
課
長
の
中
潰
公
生
さ
ん
に
、
現
在
取
り
組

ま
れ
て
い
る
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を
中
心
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

にころ豊かな兵庫の道づくり」
をめざして

お話をお伺いした人中漬公生さん(兵庫県土木甑鍵建蔚課長）

ノ

り
、
地
域
の
植
生
に
配
慮
し
た
法
面
緑
化
を
進
め
る
な
ど
、
野
性
生
物

の
生
息
空
間
（
ビ
オ
ト
ー
プ
）
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

第
三
は
「
交
通
渋
滞
の
解
消
に
向
け
た
み
ち
づ
く
り
』
で
す
。
渋
滞
の

解
消
・
緩
和
の
た
め
の
交
差
点
の
右
左
折
車
線
設
置
や
混
雑
路
線
の
バ

イ
パ
ス
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
動
車
利
用
か
ら
公
共
交
通
機
関

の
利
用
が
促
さ
れ
る
よ
う
に
、
駅
前
広
場
や
駅
周
辺
の
駐
車
場
の
整
備

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

第
四
は
『
地
域
の
発
展
を
支
え
る
み
ち
づ
く
り
』
で
す
。
兵
庫
は
豊
か

な
自
然
が
あ
ふ
れ
る
地
域
と
、
情
報
や
産
業
で
に
ぎ
わ
う
大
都
市
を
あ

わ
せ
も
つ
県
で
す
。
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
め
ざ
す
た
め
に
、
地
域

産
業
や
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
や
、

隣
接
市
町
を
つ
な
ぐ
ト
ン
ネ
ル
や
橋
り
ょ
う
の
整
備
、
地
域
の
個
性
の

情
報
発
信
基
地
と
な
る
道
の
駅
な
ど
を
整
備
し
、
社
会
、
産
業
、
観
光
、

文
化
の
発
展
を
支
え
る
道
路
整
備
を
進
め
ま
す
。

最
後
は
『
開
か
れ
た
兵
庫
を
築
く
み
ち
づ
く
り
』
で
す
。
東
西
に
三
本
、

南
北
に
三
本
の
軸
で
県
土
の
骨
格
を
形
成
す
る
高
速
道
六
基
幹
軸
の
整

備
を
今
後
も
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
間
を
連
結
す
る
規
格
の
高
い
道

路
の
整
備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
あ
る
町
の
県
道
整
備
で
は
、
地
元
の
方
々
と
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
地
域
の
生
活
と
調
和
し
た
道
路
の
整
備
計
画
を
つ
く
る
方
法

を
実
験
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
行
政
か
ら
の
見
方
と
県
民
の
方
々

の
ニ
ー
ズ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
な
が
ら
、
そ
の
地
域
に
暮
ら
す

方
々
の
た
め
に
な
る
道
路
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
経
験
を

生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
道
路
整
備
事
業
を
進
め
る
理
想
的
な
方
法
を

見
い
だ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
整
備
に
終
わ
り
は
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
県
民
の
皆
さ
ん
の

ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
を
実
現
し
、
交
流
と
共
生
の
二
十
一
世
紀
を
拓
く

〃
こ
こ
ろ
豊
か
な
兵
庫
の
道
づ
く
り
〃
を
め
ざ
し
た
道
路
整
備
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

県
民
の
生
活
の
向
上
を
考
え
て
整
備
さ
れ
る
道
路
で
す
。
私
た
ち
も

道
路
を
有
効
に
利
用
し
、
人
や
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、
よ
り

豊
か
な
生
活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
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ヨザルの父親と子ども

7６

お父さんの背中で、ぷら～ん

Ｚ ＯＯＭ工Ｎ ＺＯＯ
晴乳ママとおんぶパパ
(ナイトモンキー）

亀井一成の
ズームインズ

一
九
八
七
年
五
月
の
朝
早
く
、
夜
行
性
動

物
舎
で
〃
ヨ
ザ
ル
〃
の
誕
生
が
あ
っ
た
の
で
す
。

生
ま
れ
る
瞬
間
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ま
だ
濡
れ
た
子
ザ
ル
を
さ
か
ん
に
証
め
て
い

る
母
親
の
様
子
か
ら
し
て
、
た
っ
た
い
ま
生

ま
れ
た
ば
か
り
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

〃
チ
ュ
ウ
、
チ
ュ
ウ
〃

左
胸
の
乳
を
吸
い
は
じ
め
た
の
で
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
．
母
子
と
も
順
調
で
、
夕
刻
に
は

と
て
も
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
翌
朝
の
こ
と
で
す
。

「
あ
れ
！
オ
ス
親
に
、
し
が
み
つ
い
て
い

る
！
」ボ
ク
は
顔
色
を
失
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
や
ベ
ニ
ガ
オ
ザ
ル
で
、
小
さ
な

赤
ん
坊
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ザ
ル
や
オ
ス
ザ
ル

が
抱
き
し
め
、
乳
が
飲
め
ず
に
死
ん
だ
こ
と

さ
え
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

と
っ
さ
に
サ
ル
と
り
網
を
取
り
に
走
っ
た
の

で
す
が
、
ふ
と
、

「
ヨ
ザ
ル
は
、
オ
ス
親
が
育
児
に
参
加
す
る

よ
！
」と
上
野
動
物
園
に
い
た
西
山
登
志
雄
氏

（
現
・
東
武
動
物
公
園
園
長
）
や
増
井
光
子
獣

医
（
現
・
麻
布
大
学
教
授
）
か
ら
耳
に
し
た
こ

軍

と
を
思
い
だ
し
た
の
で
す
。

よ
く
み
る
と
少
し
小
さ
い
メ
ス
は
、
さ
か

ん
に
ミ
ル
ワ
ー
ム
（
甲
虫
の
幼
虫
）
や
果
物
を
ほ

お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

ヨ
ザ
ル
は
尾
が
長
く
、
体
長
三
十
セ
ン
チ

位
、
体
重
一
キ
ロ
位
で
す
が
、
生
ま
れ
た
子

は
百
グ
ラ
ム
そ
こ
そ
こ
で
も
手
足
は
強
く
、

枝
か
ら
枝
へ
と
び
ま
わ
る
親
に
し
が
み
つ
き
、

け
っ
し
て
落
ち
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

さ
て
、
三
十
分
も
す
る
と
、
オ
ス
の
横
に

ち
ょ
こ
ん
と
メ
ス
が
す
わ
っ
た
ら
、

「
え
ら
い
、
え
ら
い
！
」

小
さ
な
子
は
ス
ル
ス
ル
と
メ
ス
親
の
胸
に
渡

り
移
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〃
チ
ュ
ウ
、
チ
ュ
ウ
、
チ
ュ
ウ
〃

な
る
ほ
ど
、
疏
乳
は
で
き
な
く
と
も
オ
ス

親
が
子
を
背
お
う
こ
と
で
メ
ス
の
回
復
が
早

め
ら
れ
、
乳
も
よ
く
出
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ヨ
ザ
ル
（
オ
マ
キ
ザ
ル
科
）
は
南
ア
メ
リ
カ
の

森
林
に
す
ん
で
お
り
、
昼
間
は
木
の
洞
な
ど

！

父親におんぶされているヨザル

(生後１カ月）

艮
局
評
一
眼
電
‐

夢
型
．

毒
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リスザルもおんぶ

lｌ
ｑＬｑｊ

に
ひ
そ
ん
で
い
て
、
夜
に
な
っ
て
活
発
に
枝

を
と
び
ま
わ
り
、
果
物
、
昆
虫
、
カ
タ
ツ
ム
リ
、

ク
モ
、
カ
エ
ル
な
ど
を
食
べ
て
い
ま
す
。

［
夜
に
な
る
と
元
気
が
で
る
の
で
ナ
イ

ト
モ
ン
キ
ー
］

と
こ
ろ
で
、
暗
く
な
る
と
活
動
的
に
な
っ

て
メ
ス
を
探
し
回
る
こ
と
か
ら
ナ
イ
ト
モ
ン

キ
ー
と
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
日
本
名
も
ま
た
〃
ヨ
ザ
ル
〃
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
赤
ん
坊
ザ
ル
を
オ
ス
が
背
お

う
の
は
ヨ
ザ
ル
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
南
米

に
す
む
小
さ
い
マ
ー
モ
セ
ッ
ト
や
タ
マ
リ
ン
（
キ

ヌ
ザ
ル
科
）
も
ま
た
オ
ス
が
育
児
に
協
力
す
る

の
で
す
。

一
九
九
七
年
十
一
月
十
八
日
、
冬
の
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
メ
ト
ロ
パ
ー
ク
ス
動
物
園
で
シ
ロ
ク
ロ

タ
マ
リ
ン
に
双
児
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
授
乳

以
外
の
育
児
は
オ
ス
が
受
け
持
つ
の
で
、
生

仲むつまじいヨザルの家族（左から母親、父親、子ども）

後
二
～
三
カ
月
の
間
、
二
頭
の
子
が
父
親
の

背
に
乗
っ
て
育
て
ら
れ
る
様
子
が
よ
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
シ
ロ
ク
ロ
タ
マ
リ
ン
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
北
部
の
森
林
に
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
生

息
地
の
破
壊
に
よ
り
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
り
北

米
の
動
物
園
に
も
わ
ず
か
二
十
頭
し
か
飼
わ

れ
て
い
な
い
、
と
い
う
記
事
が
月
刊
誌
「
ど

う
ぶ
つ
と
動
物
園
」
（
東
京
動
物
園
協
会
発
行
）

に
も
褐
放
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

7７

こ
ち
ら
は
毎
日
新
聞
の
一
九
九
八
年
十
一

月
一
日
朝
刊
。

赤
ち
ゃ
ん
を
背
お
う
の
で
は
な
く
て
、
前

向
き
に
抱
っ
子
す
る
と
い
う
育
児
バ
ン
ド
が
流

行
の
き
ざ
し
、
と
い
う
記
事
で
す
。

な
る
ほ
ど
世
の
お
母
さ
ま
は
、
育
児
に
も

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
考
え
る
ご
時
世
な
の
で
す
ね
。

［
な
ん
と
人
間
界
で
は
前
向
き
カ
ン
ガ
ル

ー
抱
っ
子
が
流
行
の
き
ざ
し
と
か
…
］

ー

雷－
４
吋

ｌＩＰＰ
Ｌ

ｂ

デー--Ｆ

ヨ
ザ
ル
は
眼
が
大
き
く
耳
は
他
の
サ
ル
と

ち
が
っ
て
毛
の
中
に
う
ず
も
れ
て
見
え
ま
せ

ん
。
夜
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
適
応
で
し
ょ
う
、
そ

の
顔
立
ち
を
現
地
で
は
〃
悪
魔
サ
ル
〃
と
も
言

う
と
図
鑑
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
可
愛
い
で

す
く
ぶ
。父
さ
ん
が
背
に
お
ん
ぶ
し
て
育
児
に
協
力

す
る
献
身
的
な
ヨ
ザ
ル
を
、
世
の
お
父
さ
ん
方
、

ぜ
ひ
一
度
は
見
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
ね
…
。 ワオキツネザルもおんぶされてるよ！

そ
れ
が
赤
ち
ゃ
ん
を
普
通
に
抱
き
し
め
る

姿
勢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
を
後
ろ

か
ら
抱
く
、
つ
ま
り
赤
ち
ゃ
ん
は
常
に
前
向

き
で
、
母
親
の
顔
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
す
。

い
く
ら
考
え
て
も
、
赤
ち
ゃ
ん
を
前
向
き

に
抱
く
よ
う
な
サ
ル
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
赤
ち
ゃ
ん
を
盾
に
し
て
歩
く

こ
と
に
な
り
は
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

サ
ル
百
八
十
種
、
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん
は
胸

に
し
が
み
つ
き
、
少
し
大
き
く
な
る
と
親
の

背
に
乗
り
始
め
ま
す
。
い
よ
い
よ
、
背
の
上

か
ら
親
と
同
一
方
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「

あ
れ
が
敵
だ
Ｉ
そ
れ
エ
サ
だ
よ
！
」

と
、
お
ん
ぶ
は
自
立
へ
の
い
い
学
習
に
も

な
っ
て
い
る
の
で
す
が
ね
。

し
か
し
、
背
に
乗
っ
て
い
る
と
き
は
落
着

い
た
安
全
な
と
き
だ
け
で
、
突
然
走
り
だ
す

と
き
に
は
親
は
さ
っ
と
抱
き
か
か
え
、
赤
ん

坊
は
必
死
に
落
ち
ま
い
と
し
が
み
つ
い
て
い

る
の
で
す
。

一
、
Ｊ

ン
別

どうぶつテレフォンサービス
公078-881-8102

『
誰

動物園は心の学校

ナリの中からのメッセーう
プラ社定価1200円(税目

雪
女

ご希望の方は、住所・氏名。このページの感想
を書いて、ハガキで月刊神戸つ子lZoO」係ま
で。（2／28消印有効）

:一成さんよりサイン本を
選でＳ名にプレゼント！
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<289〉

成
長
を
支
え
て
い
る
季
節
里
親
も
多
い
。

十
二
月
末
か
ら
新
年
に
か
け
て
、
今
年
の

お
正
月
も
六
十
数
人
の
子
ど
も
た
ち
が
市
内

や
県
下
の
五
十
の
正
月
里
親
の
家
庭
で
そ
れ

ぞ
れ
の
年
末
年
始
を
過
ご
し
て
新
し
い
年
を

迎
え
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
主
に
神
戸
市
内

の
児
童
養
護
施
設
（
二
才
か
ら
十
八
才
ま
で

の
親
が
育
て
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
入
所

し
て
生
活
す
る
施
設
）
で
暮
ら
し
て
い
て
、

親
の
事
情
で
お
正
月
に
家
庭
へ
帰
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
に
、
家
庭
養
誰
促
進
協
会
が

募
集
し
、
家
庭
調
査
を
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

里
親
に
預
け
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。

年
齢
は
、
今
年
は
一
番
小
さ
い
子
ど
も
で
二

才
七
カ
月
。
い
ち
ば
ん
上
は
高
校
生
だ
が
、

大
半
が
小
学
生
で
あ
る
。

7８

子
ど
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

神
台
人
を
肩
存
祉
の
》
御
に

お正月を一緒に家庭で過すために子どもの

施設へ迎えにきたボランティア里親

施
設
で
は
、
お
正
月
や
夏
の
お
盆
の
頃
に

は
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
で
き
る
だ

け
親
の
家
庭
へ
帰
し
、
家
族
と
の
時
間
を
過

ご
す
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
親
が
行
方
不
明

で
あ
っ
た
り
、
入
院
中
で
あ
っ
た
り
、
あ
る

い
は
親
子
関
係
に
困
難
な
問
題
が
あ
る
よ
う

な
場
合
は
子
ど
も
が
家
庭
に
帰
れ
な
い
場
合

も
あ
る
。
普
段
、
親
が
施
設
へ
訪
ね
て
く
る

こ
と
も
な
く
、
家
へ
ほ
と
ん
ど
帰
る
機
会
の

な
い
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
施
設
で
の
生
活

し
か
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
も
多
い
。

お
正
月
や
夏
休
み
な
ど
に
一
週
間
前
後
、

施
設
の
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
に
預
か
る
里
親

を
「
正
月
里
親
」
「
季
節
里
親
」
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
里
親
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
知
事
や
市
長
が
認
定
し
た
児
童
福
祉
法

上
の
里
親
で
は
な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
主
と
し
て
二
つ
の
大
切
な
役
割
を
も

っ
て
い
る
。

一
つ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
家
庭
生
活
を
体

験
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
親

が
い
な
か
っ
た
り
、
家
庭
へ
帰
る
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
施
設
で
の

生
活
が
中
心
と
な
り
、
家
庭
や
家
族
、
父
母

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
里
親
に
な
る

た
め
に
は
、
同
居
の
家
族
が
み
な
子
ど
も
を

迎
え
る
こ
と
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

だ
が
、
あ
ま
り
厳
し
い
条
件
は
な
い
。

「
も
う
一
つ
の
親
戚
が
で
き
た
よ
う
な
気
持

で
、
子
ど
も
が
帰
れ
る
家
庭
に
な
っ
て
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
」
と
施
設
も
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
里
親
の
問
合
せ
、
申
し
込

み
は
（
社
）
家
庭
養
護
促
進
協
会
（
電
話
０

７
８
．
３
４
１
．
５
０
４
６
月
～
金
曜
）
へ

や
き
ょ
う
だ
い
の
人
間
関
係
な
ど
を
学
ぶ
機

会
は
少
な
い
。
短
い
期
間
で
は
あ
っ
て
も
、

里
親
家
庭
で
の
体
験
は
子
ど
も
た
ち
の
生
活

の
幅
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
に
も
大
切
な
意
味
を

も
っ
て
い
る
。

第
二
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
自
分
の

帰
れ
る
場
所
が
あ
り
、
血
縁
は
な
く
と
も
迎

え
て
く
れ
る
人
や
家
族
が
い
る
と
い
う
こ
と

は
大
き
な
心
の
支
え
に
な
る
。
ず
っ
と
里
親

家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
望
ま
し
い
子
ど
も
で

も
、
親
の
反
対
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
そ
れ

が
難
し
い
場
合
は
、
こ
う
し
た
季
節
里
親
や

週
末
里
親
（
月
に
一
、
二
回
週
末
に
子
ど
も

と
交
流
を
も
つ
里
親
）
の
存
在
は
子
ど
も
に

と
っ
て
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

四
年
前
の
阪
神
大
震
災
の
時
、
大
き
な
被

害
を
受
け
た
施
設
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を

心
配
し
た
季
節
里
親
さ
ん
た
ち
が
、
何
時
間

も
か
け
て
施
設
を
訪
れ
、
十
数
人
の
子
ど
も

た
ち
を
一
～
二
カ
月
間
自
分
の
家
庭
に
引
き

と
っ
て
、
そ
の
地
域
の
学
校
に
通
わ
せ
て
下

さ
っ
た
り
も
し
た
。
年
に
数
回
ぐ
ら
い
の
出

会
い
し
か
な
く
て
も
、
施
設
の
子
ど
も
た
ち

と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
み
に
し
、
そ
の
子
の

橋
本
明

く
織
趨
鑑
卦
蓉
準
確
霊
〉

「
今
回
の
Ｋ
姉
弟
も
、
最
初
の
時
に
く
ら
べ
、

二
度
目
に
な
り
ま
す
冬
の
と
き
は
表
情
が
す

ご
く
明
る
く
な
っ
て
私
も
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
ホ
ー
ム
に
帰
る
日
、
『
ま
た
夏
に
お

い
で
な
』
と
い
う
と
、
に
や
つ
と
て
れ
笑
い

し
な
が
ら
『
こ
れ
た
ら
な
こ
と
返
っ
て
き

た
Ｉ
君
の
返
事
に
複
雑
な
思
い
が
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
家
に
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
会
い

た
い
お
母
さ
ん
の
所
へ
帰
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
も
の
ね
。
初
詣
の
時
に
、
一
生
懸
命
、

手
を
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
て
い
る
姿
を
見
て

い
た
だ
け
に
、
い
じ
ら
し
く
な
っ
て
ぼ
ろ
つ

と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
に
げ
な
く
親
子

が
同
じ
家
で
暮
ら
せ
る
と
い
う
幸
せ
を
思
わ

せ
ら
れ
た
言
葉
で
し
た
」

姫
路
市
の
季
節
里
親
Ｍ
さ
ん
の
手
紙
か
ら

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



、
マ

事務局／神戸市中央区下山手通３－１－１８

ツインズトアビル４Ｆ月刊神戸っ子内

TELO78-331-2246

FAXO78-331-2795

挿戸ファッション市民大学ＯＢによるグループ

神戸のファッション都市花をめざす

KESoNEwS,”

帯柄を生かした素敵なジャケットスーツで登
場したアルバトロスの滝えり子さん

7９

KFSメンバー藤井美智子さん

第２１回ファッションパーティー｢胎動｣開く
篭

勺
や

－ジと用途を考えてデザインします。

でんでん太鼓の小紋から八掛も使った

ロングのスリーピースまで様々な装い

に仕上がりました。私の作品８点は｢動

の美｣を求めて作りました｡全部で50点。

武庫川大学風間健先生からは、和服地

の柄、風合、生地を使った表現に新し

い生命の予感があり、外国への発信に

チャレンジしてほしいとの講評をいた

だき、放送界のパーソナリティ、神戸

市議会議員小山乃里子様からはファッ

ション美術館の｢ダンスの中のルネサン

ス｣の展示発表の成功と、一瞬にじて思

い出の品々をなくした人々の暮らして

いる神戸から２１世紀への胎動を期待す

るとのお言葉をいただきました。

三部はゴーフルホテル社長（現神

戸風月堂社長）下村俊子様による乾杯

のご発声でホテルご自慢の料理に舌鼓

をうちながらの歓談に盛り上がりまし

た。（藤井美智子）

昨年11月27日、ホテルゴーフルにて

百数名参加のファッションパーティー

を催しました。テーマは｢胎動｣。混迷

する世の中、ファッション界も方向性

を見失っているように思われます。初

心に帰って何かが見えてこないかと思

いつつ、ホテルに向う車中で浮かんだ

テーマでした。打ち合わせ中に和太鼓

の演奏が最適と感じ、その場で全体の

構想が出来上がりました。

当日は和楽童子の北村、内海の両奏

者による｢胎動｣をイメージした演奏で

始まりました。肩、腕、腰全体から発

せられる力強い響き、汗も飛び散らん

かと佳境に入っていく奏者の気と、息

をのんで吸い込まれていくような客席

の熱気が一体となり、感動で涙する人

もありました。

二部はカルチャースクールの生徒作

品から始まりました。それぞれのカリ

キュラムに合わせながら各自の創意工

夫が加わった力作ばかりです。お客さ

まの作品は、その人の着物の柄とイメ

生亭
b2u‘
マビ己

ＪＷ曇

１

蕊
一
心
型

『
Ｊ
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、

蹄
韻

黒留袖もゴージャスなドレスに変身

当婦'八錠デ辿嘩畠認識
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齢 Ｌ

Ｉ簿
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迫力ある和太鼓の演奏が会場中に響き渡った

－
コ

主催／モードメイトミチコ

神戸市東灘区本山北町５．１３．１１
TEL／078.431.8051

前列右からポートピアホテル渡辺さん、全日空下久保さん、ラジオ関西池田アナウン
サー、後列右から藤井美智子さん遥小山乃里子さん、下村俊子さん
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ひ岡女堂●

岡
女
堂
の
生
産
、
加
工
基
地
で
あ
る
こ
と
を

知
り
世
間
の
狭
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
隣
の
池

田
町
の
ワ
イ
ン
城
を
訪
れ
、
日
高
山
脈
の
織

り
な
す
広
大
な
パ
ノ
ラ
マ
の
中
で
昼
食
。
池

田
牛
と
十
勝
ワ
イ
ン
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

大
豆
、
ト
ウ
ロ
ク
豆
、
ト
ラ
豆
の
シ
チ
ュ
ー

の
絶
妙
の
味
に
感
服
し
成
程
、
十
勝
は
豆
の

王
国
か
と
認
識
を
新
た
に
し
た
。
良
質
の
豆

を
求
め
て
東
奔
西
走
し
て
い
た
大
谷
さ
ん
が

昭
和
六
十
三
年
、
本
別
町
の
熱
心
な
企
業
誘

致
を
受
け
て
此
処
を
ほ
ん
も
の
の
豆
づ
く
り

の
場
に
選
ん
だ
理
由
が
素
人
の
私
に
も
わ
か

る
気
が
し
た
。
次
男
の
話
で
は
北
海
道
で
は
、

甘
く
煮
た
豆
入
り
の
赤
飯
が
ざ
ら
に
出
さ
れ

る
と
の
こ
と
。
甘
納
豆
の
ル
ー
ツ
は
北
海
道

な
の
か
も
？
と
思
っ
た
り
す
る
。

岡
女
堂
は
安
政
二
年
創
業
。
初
代
大
谷
彦

平
が
ぜ
ん
ざ
い
を
煮
て
い
た
と
こ
ろ
鍋
を
こ

げ
つ
か
せ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
豆
が
程
よ

く
煮
え
て
砂
糖
の
甘
み
が
な
じ
み
、
そ
の
妙

味
に
気
付
き
製
品
化
し
た
の
が
甘
納
豆
の
誕

生
と
な
っ
た
。
爾
来
、
百
四
十
数
年
、
四
代

に
渡
り
、
小
豆
、
エ
ン
ド
ウ
、
ソ
ラ
豆
、
ト

ウ
ロ
ク
、
ウ
ズ
ラ
豆
や
栗
な
ど
の
素
材
を
あ

連載|、

一
鴎
皿Ｉ

』
｜
竜
，

〃鶴＃
可

#;蔚弓 左
党
の
私
が
甘
納
豆
に
関
心
を
持
っ
た
の

は
、
保
久
良
登
山
会
会
長
の
杉
本
豊
信
氏
に

岡
女
堂
の
大
谷
泰
男
社
長
を
紹
介
さ
れ
て
、

そ
の
大
ら
か
な
人
柄
に
ひ
か
れ
た
た
め
だ
が
、

更
に
不
思
議
な
縁
で
、
釧
路
に
居
る
私
の
次

男
が
十
勝
本
別
町
の
娘
さ
ん
と
結
婚
す
る
こ

と
に
な
り
、
結
納
に
同
地
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、

そ
こ
で
、
ち
ほ
く
高
原
鉄
道
「
岡
女
堂
駅
」

に
遭
遇
。
神
戸
の
回
教
寺
院
を
模
し
た
、
お

か
め
二
百
体
を
蔵
す
る
豆
ド
ー
ム
や
、
異
人

館
風
の
販
売
所
、
豆
男
爵
の
館
が
設
け
ら
れ
、

（
据
尉
風
障

〃

《
ｑ
ｄ
Ｆ
Ｎ
Ｌ

雪
』．

■
『’
一
画

一
一

I麹

遡

§：

剛|爵

量I矯愚１
雲M農建１

街閲鐘勧-日
自慢の甘納豆詰合を手にする大谷泰男代表取締役社長（右）と筆者

:|：

十勝本別町にある｢豆ドーム神戸村」
８０

岡女堂本社

料
理
剛
が
客
と
対
し
得
る
の
は
料
理
を
通
し
て
で
あ
る
。

料
理
司
が
料
理
と
一
体
に
な
り
、
客
に
対
す
る
さ
ま
は
、

利
休
の
「
こ
の
年
、
こ
の
月
、
こ
の
日
、
客
を
迎
え
て
す
る

菜
は
生
涯
中
こ
の
一
回
の
他
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
一
期
一
会

の
心
に
他
な
ら
な
い
。

そ
ん
な
人
や
店
を
紹
介
し
た
い
。

く
抜
き
し
豆
の
皮
が
破
れ
な
い
よ
う
に
丹
念

に
煮
つ
め
砂
糖
を
ま
ぶ
し
、
べ
と
つ
か
ず
、

し
っ
と
り
し
た
甘
納
豆
づ
く
り
に
研
鏑
を
重

ね
つ
つ
、
伝
統
の
味
に
加
え
て
新
し
い
風
味

を
創
造
し
て
き
た
。
岡
女
堂
命
名
の
由
来
は
、

大
谷
家
が
平
家
一
族
の
流
れ
を
く
み
、
対

（
ぼ
う
だ
い
）
な
る
旗
印
を
奉
じ
て
い
た
が
、

平
清
盛
が
福
原
に
新
都
を
設
け
勢
威
を
振
っ

た
頃
、
清
盛
の
寵
愛
し
た
岡
山
出
身
の
局
が

甘
葛
煎
（
あ
ま
づ
ら
）
等
の
甘
味
料
の
店
を

開
業
す
る
に
際
し
、
清
盛
が
「
岡
女
庵
」
と

名
付
け
た
故
事
に
因
む
。
初
代
彦
平
は
「
ぼ

う
だ
い
」
と
名
の
っ
た
が
、
先
々
代
が
小
売

を
始
め
る
時
、
岡
女
堂
と
改
名
し
た
由
。

豆
の
栽
培
は
初
期
農
耕
時
代
に
始
ま
り
、

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
で
は
紀
元
前
八
千
年
頃
に
エ

ン
ド
ウ
等
が
出
土
し
て
い
る
。
日
本
で
も
縄

文
前
期
か
ら
食
樋
と
さ
れ
、
古
墳
時
代
に
は

渡
米
人
の
も
た
ら
し
た
農
法
に
則
り
、
穀
類

と
並
ん
で
ソ
ラ
豆
、
エ
ン
ド
ウ
、
イ
ン
ゲ
ン

が
栽
培
さ
れ
た
。
豆
は
ま
た
宗
教
的
な
意
味

を
持
ち
、
ロ
ー
マ
の
祭
で
は
家
長
が
黒
豆
を

口
に
含
み
、
吹
き
鳴
ら
し
て
悪
霊
を
追
い
出

す
慣
わ
し
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
日
本
の
節
分

＃

〔
、

三=当』

里も戸垂

神戸市兵庫区福原町1-3

TEL,078-575-5536

10：００～１８：３０水曜定休

甘納豆詰合3000円・5000円

栗納豆詰合2000円～

ダイヤようかん

８ケ入1000円１２ケ入1500円

１６ケ入2000円 ノ、

の
豆
ま
き
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
豆
は
日

本
人
の
重
要
な
蛋
白
源
で
あ
り
、
ま
た
マ

メ
Ⅱ
健
康
に
通
じ
る
が
故
に
縁
起
物
と
し
て

も
不
可
欠
な
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
大
谷
さ

ん
は
日
本
人
の
心
と
し
て
の
豆
を
立
派
に
育

て
よ
う
と
、
本
別
に
根
を
下
ろ
し
た
。
良
質

の
豆
を
作
る
に
は
昼
夜
の
温
度
差
が
二
十
度

以
上
あ
る
事
が
望
ま
し
く
、
そ
の
点
、
十
勝

晴
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
冬
は
寒
い
が
問

夏
は
天
気
が
続
き
、
ま
た
大
雪
山
か
ら
流
れ
顧

る
清
流
の
豊
か
な
恵
み
が
肥
沃
な
土
地
を
形
》

成
し
豆
を
育
て
る
の
に
最
適
の
地
と
に
ら
ん
珠

だ
か
ら
で
あ
る
。
「
十
勝
は
宝
の
山
。
宝
の
豆
噸

を
地
元
の
人
と
共
に
育
て
た
い
」
と
大
谷
さ
・峠

ん
は
シ
ン
ボ
ル
の
お
か
め
の
様
な
笑
顔
で
十

勝
に
溶
け
込
み
、
甘
納
豆
の
芳
潤
な
味
を
追

い
続
け
る
。
そ
し
て
岡
女
堂
は
ジ
ャ
ッ
ク
が
諺易

登
る
一
見
の
木
の
よ
う
に
大
地
に
根
差
し
天
に
認

向
か
っ
て
伸
び
て
い
く
だ
ろ
う
。
神
戸
の
進
》

取
性
と
十
勝
の
開
拓
精
神
が
相
ま
っ
て
、
豆
諏

の
文
化
が
北
国
の
原
野
に
美
事
に
花
開
く
日
》抜

は
近
い
．
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昨
年
迫
月
末
に
移
転
・
再
オ
ー
プ
ン
し
た

言
嵐
圃
国
陰
認
街
の
う
わ
さ
」
は
、
英
語
で

国
白
目
曽
尉
○
句
目
白
目
○
量
塁
二
と
い
う
店

名
（
イ
ギ
リ
ス
に
同
名
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が

あ
り
、
も
と
も
と
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
が
由
来
）

が
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
ズ
好
き
な

人
大
歓
迎
！
ｏ
ｏ
ｏ
Ｆ
な
マ
マ
、
し
の
ぶ
さ
ん

日
く
、
音
楽
を
聞
か
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
と

い
う
店
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
お
客
様
が
中

心
と
な
っ
て
楽
し
む
店
で
あ
り
た
い
と
の
こ

と
。

大
原
り
さ
さ
ん
、
板
垣
尚
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

生
演
奏
で
歌
う
こ
と
も
で
き
る
。
ジ
ャ
ズ
、

シ
ャ
ン
ソ
ン
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
す
べ
て
Ｏ
Ｋ
。

○
．
○
・
己
．
（
１
０
０
０
円
～
）
な
の
も
気
軽
だ
。

そ
し
て
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
は
秘
密
が
…
。

■
」
ァ
Ｎ
国
語
街
の
う
わ
さ
『
工
ｍ
誤
戻
○
而
皇
ｍ
３
言

神
戸
一
朋
央
区
中
山
手
通
１
．
２
．
相
お
は
ら
ビ
ル
Ｂ
１
Ｆ

壷
０
７
８
．
３
９
２
．
８
８
５
１

ね
”
叩
～
丑
三
つ
時
（
遅
く
な
る
な
ら
Ｔ
Ｅ
Ｌ
を
）
／
無
休

☆
パ
ン
党
御
用
達
の
お
店

そ
の
名
の
通
り
（
？
）
鋭
角
の
建
物
が
目
印

の
「
ヒ
シ
ヤ
パ
ン
」
。
昭
和
７
年
よ
り
、
『
毎

日
食
べ
て
も
飽
き
な
い
パ
ン
』
を
作
り
続
け

て
師
年
。
奥
の
工
場
で
い
ま
焼
き
上
げ
た
ば

か
り
の
パ
ン
が
す
ぐ
に
店
頭
に
並
ぶ
。

小
麦
本
来
の
味
を
生
か
し
た
ラ
イ
ト
ト
ー
ス

ト
（
１
本
４
山
６
０
０
円
）
や
、
昔
な
が
ら
の

甘
ナ
ッ
ト
パ
ン
（
１
１
０
円
）
な
ど
、
シ
ン
プ

ル
だ
が
、
生
地
自
体
の
お
い
し
さ
が
パ
ン
好

き
に
は
こ
た
え
ら
れ
な
い
は
ず
。

ロ
ヒ
シ
ヤ
ベ
ー
カ
リ
ー

神
戸
市
、
央
区
下
山
手
通
７
．
６
．
８
リ
グ
ヤ
カ

公
０
７
８
．
３
４
１
．
２
２
３
６

空
痔

７
曲
～
哨
叩
／
日
・
祝
口
保

誤‘

☆
神
戸
一
小
さ
な
Ｌ
ア
Ｎ
Ｎ
ｏ
Ｆ
匡
画

焼きあがったばかりのパンを持

つ梶田史郎さん ●Lefsfindnewtaste1G

即
晒
中
国
酒
家
ト
ア
ロ
ー
ド
店

■

函
神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
３
．
幅
・
１

叩
ク
ロ
ス
ビ
ル
ー
Ｆ

○

函
猛
０
７
８
◇
３
９
１
．
５
５
３
７

配
担
邪
加
～
桝
醐
叩
恰
韮
拓
～
劃
仙
叩

○

和
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
印
”
帥
／
火
曜
休

☆
チ
ー
ズ
と
ワ
イ
ン
で
ち
ょ
っ
と
一
杯

山
手
幹
線
沿
い
の
酒
屋
「
ヒ
ロ
ガ
リ
」
、
こ

こ
に
な
ぜ
か
夜
な
夜
な
集
ま
る
人
々
…
。

そ
の
わ
け
は
、
店
内
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ス
ペ

ー
ス
に
人
呼
ん
で
〃
チ
ー
ズ
お
じ
さ
ん
〃
が

出
没
す
る
と
同
時
に
、
気
さ
く
な
チ
ー
ズ
＆

ワ
イ
ン
バ
ー
が
オ
ー
プ
ン
す
る
か
ら
。

グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
３
０
０
円
～
、
チ
ー
ズ
セ

ッ
ト
３
０
０
円
～
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
は
す
べ
て

良
心
的
な
値
段
。
ま
た
、
毎
土
曜
午
後
１
時

か
ら
は
「
試
飲
・
試
食
の
夕
べ
』
と
題
し
、

惜
し
み
な
く
チ
ー
ズ
＆
ワ
イ
ン
が
ふ
る
ま
わ

れ
る
。今
ま
で
な
ん
と
な
く
難
し
そ
う
で
…
と
敬

遠
し
て
い
た
人
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
。

■
ヒ
ロ
ガ
リ
・
チ
ー
ズ
シ
ョ
ッ
プ

神
戸
市
甲
央
区
下
山
手
通
７
．
５
．
洞
・
価

恋
０
７
８
．
３
５
１
．
３
１
９
８

８
”
帥
～
ね
叩
帥
（
ワ
イ
ン
バ
ー
は
〃
印
加
～
）
／
日
・
祝
日
体チーズおじさんは気さくでやさしい人

弓
忌
毅
零
″

ど
の
買
鵡
／
、

8１

》
中
国
酒
家

亭

亜
『
フ
カ
ヒ
レ
拝
』
￥
１
５
０
０

．
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
土
鍋
の
ふ
た
を
開
け

卯
る
と
、
湯
気
の
向
こ
う
に
ど
～
ん
と
フ
カ
ヒ

写庖

函
し
。
ほ
か
に
見
え
て
い
る
の
は
レ
タ
ス
の
み
。

●

即
も
っ
た
い
な
い
気
も
す
る
が
思
い
き
っ
て
か

ロ

》
き
ま
ぜ
る
と
、
中
に
も
シ
イ
タ
ケ
、
モ
ャ
シ
、

●

叩
そ
し
て
エ
ビ
ミ
ン
チ
が
入
っ
て
い
る
。
最
後

●

唖
ま
で
あ
つ
あ
つ
で
、
お
い
し
く
て
幸
せ
。

■

皿
フ
カ
ヒ
レ
ら
－
め
ん
（
１
５
０
０
円
）
や
、

■④

函
フ
カ
ヒ
レ
の
ミ
ニ
コ
ー
ス
（
３
６
０
０
円
か

、

”
４
５
０
０
円
）
も
あ
る
。

●

唖
い
ず
れ
も
お
昼
限
定
な
の
で
注
意
。

講 冨

わ

きi樵ｋ 薬局

大原りささん（右)の伴奏で、

歌を楽しむお客さん。アット

ホームな雰囲気だ
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ケ ストの小林幹彦氏高田昇氏

8２

一

の
街
並
み
と
人
々
～
そ
の
過
去
と
現
在
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
主
に
ト
ア
ロ
ー
ド
で
商

売
を
さ
れ
て
い
る
方
の
話
を
聞
き
、
昔
、
ま

た
今
の
ト
ア
ロ
ー
ド
を
写
し
だ
そ
う
と
、
報

告
書
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

ｌ
さ
て
、
ト
ア
ロ
ー
ド
の
名
前
に
つ
い
て
は

諸
説
紛
々
、
色
々
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
…
。

王
さ
ん
は
、
や
は
り
「
鳥
居
説
」
派
で
す
か
。

王
と
い
う
よ
り
、
門
（
ゲ
ー
ト
）
と
い
う

風
に
解
釈
し
て
い
る
ん
で
す
が
。

弓
倉
主
力
な
説
は
五
つ
ほ
ど
あ
り
、
以
前

ト
ア
ロ
ー
ド
に
鳥
居
が
あ
っ
て
、
そ
の

弓
○
宛
巳
の
冒
巳
が
抜
け
落
ち
た
も
の
と
い

う
「
鳥
居
説
」
、
東
亜
ホ
テ
ル
が
あ
っ
た
か
ら

と
い
う
「
ホ
テ
ル
説
」
、
英
語
の
古
語
で
「
岩

山
」
を
意
味
す
る
「
英
語
説
」
、
王
さ
ん
の
い

わ
れ
た
独
語
で
門
を
意
味
す
る
「
独
語
説
」
、

漢
字
の
「
東
亜
説
」
、
そ
れ
以
外
に
も
大
き
な

も
の
と
し
て
、
二
つ
の
説
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
本
を
出
し
て
か
ら
電
話
で
聞
い
た

の
が
二
つ
で
す
（
笑
）
。

王
私
自
身
は
、
由
来
の
謎
に
迫
る
と
い
う

こ
と
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。

開
港
の
し
ば
ら
く
後
、
外
国
人
の
、
住
居

は
山
の
手
、
仕
事
場
は
居
留
地
と
な
り
、
ト

ァ
ロ
ー
ド
は
通
勤
路
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ

れ
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
生
活
道
路
で
、
神
戸

の
市
民
は
そ
の
風
景
を
非
常
に
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
に
感
じ
て
い
た
で
し
ょ
う
し
、
外
国
人
は

北
野
町
に
遠
い
故
国
を
重
ね
合
わ
せ
、
ノ
ス

昨
年
十
二
月
十
五
日
、
ト
ァ
ロ
ー
ド
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
「
ト
ア

ロ
ー
ド
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
中
華
会
舘
七
階

の
東
亜
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

昨
年
十
月
一
日
ト
ア
ロ
ー
ド
地
区
が
神
戸
市

景
観
形
成
市
民
協
定
第
一
号
の
認
定
を
受
け

た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
一
部
は
協
議
会
顧
問
の
高

田
昇
氏
（
立
命
館
大
学
教
授
）
に
よ
る
「
ト
ア

ロ
ー
ド
の
ま
ち
づ
く
り
レ
ポ
ー
ト
」
。
第
二
部

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
局
長
小
林
幹
彦
氏
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
。
第
三
部
で
は
、
弓
倉
恒
男

氏
が
先
に
著
し
た
『
神
戸
ト
ア
ロ
ー
ド
物
語
」

を
も
と
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

Ｅ＝冒垂１

●
パ
ネ
ラ
ー

弓
倉
恒
男
氏
亮
神
戸
海
洋
博
物
館
館
長
代
理
）

王
柏
林
氏
篇
中
山
記
念
館
副
館
長
豊

大
内
信
行
氏
（
セ
ン
タ
ー
街
二
丁
目
鹿
喜
相
談
役
・
塁
邑

上
根
保
氏
（
ト
ァ
ロ
ー
ド
商
店
街
東
亜
会
協
同
組
合
理
事
曇

後
北
由
香
さ
ん
・
前
山
仁
美
さ
ん

斎
都
精
華
大
学
人
文
学
部
四
回
生
）

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

小
泉
美
喜
子
〈
ト
ァ
ロ
ー
ド
ま
ち
づ
く
り
趨
誼
会
事
務
局
長
〉

鶴
１．Ｊと．

峰晶ア …
駒
…
…
づ
く
側

■

景
観
形
成
市
民
協
定
・
条
例
認
定
第
一
号
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

ト
ア
ロ
ー
ド
の
名
の
由
来
は
？
。

トアロードの突き当たりの石

垣に刻まれた「ＡＧ１８９

０」は、Ａ､グレッピー氏のイ
ニシャルである

／、

２７
、〆

ｌ
皆
さ
ん
の
ト
ア
ロ
ー
ド
と
の
関
係
は
。

弓
倉
就
職
で
神
戸
に
き
て
以
来
、
北
野
に

住
み
、
毎
日
ト
ア
ロ
ー
ド
を
歩
く
う
ち
、
こ

の
通
り
に
魅
せ
ら
れ
て
本
ま
で
書
い
た
、
と

い
う
わ
け
で
す
（
差
。

王
私
は
北
野
町
育
ち
で
す
。
戦
前
は
、
近

所
に
も
沢
山
の
欧
米
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

本
日
の
論
点
で
あ
る
東
亜
ホ
テ
ル
に
泊
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
鳥
居
の
マ
ー
ク
の
付
い
た
食

器
や
ナ
フ
キ
ン
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ト
ア
ロ
ー
ド
の
名
の

由
乗
の
謎
に
迫
る
」

ホ
テ
ル
の
火
災
も
近
く
で
見
ま
し
た
。

大
内
父
、
保
市
が
明
治
四
十
五
年
、
当
時

十
五
歳
の
時
に
、
ド
イ
ツ
人
ア
ー
サ
ー
・
グ

レ
ッ
ピ
ー
（
旧
ハ
ン
タ
ー
邸
の
元
の
持
ち
主

と
い
わ
れ
る
）
に
雇
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
。

彼
は
、
そ
れ
こ
そ
一
冊
の
本
に
で
き
る
位
に

面
白
い
経
歴
を
持
っ
た
人
で
、
小
さ
な
頃
か

ら
そ
の
話
を
父
に
聞
き
育
っ
た
の
で
、
こ
の

通
り
に
愛
着
が
あ
る
ん
で
す
。

上
根
ト
ア
ロ
ー
ド
に
店
を
出
し
た
の
が
五

十
年
前
。
今
で
は
、
す
っ
か
り
住
民
の
よ
う

で
す
。
ト
ァ
ロ
ー
ド
の
名
に
恥
じ
な
い
商
売

を
し
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。

後
北
・
前
山
呉
宏
明
先
生
（
京
都
精
華
大

学
人
文
学
部
教
授
・
聖
ミ
カ
エ
ル
国
際
学
校

評
議
員
）
の
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
「
ト
ア
ロ
ー
ド

１．
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王
さ
ん
が
言
わ
れ
た
説
と
関
係
し
ま
す
が
、

日
本
的
な
感
覚
を
も
つ
外
国
人
は
「
鳥
居
は

入
口
」
と
い
う
考
え
が
強
い
ん
で
す
ね
。
「
ゲ

ー
ト
か
ら
出
て
、
三
宮
筋
通
（
ト
ア
ロ
ー
ド
）

を
通
り
、
居
留
地
で
商
い
を
す
る
」
。
諸
説
が

合
体
さ
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

王
そ
う
い
え
ば
、
東
亜
ホ
テ
ル
の
北
に
お

稲
荷
さ
ん
が
あ
り
、
私
の
遊
び
場
で
し
た
。

鳥
居
は
そ
の
参
詣
の
た
め
に
作
ら
れ
た
門
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

上
根
私
は
、
役
員
に
な
る
ま
で
、
敢
え
て

謎
を
解
明
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
父

や
祖
父
に
聞
き
、
自
分
勝
手
に
想
像
し
膨
ら

ま
せ
て
き
た
憧
れ
の
情
景
を
壊
す
よ
う
な
気

が
し
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
色
々
な
書
物

を
調
べ
、
想
像
す
る
う
ち
、
面
白
い
説
を
考

え
付
い
た
り
し
て
、
別
の
楽
し
み
方
も
生
ま

れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
弓
○
星
は
、
。
国
。
こ
の
古
語

で
あ
る
と
い
う
の
で
、
「
こ
れ
は
ｇ
声
の
塩
基

配
列
に
似
て
い
る
な
」
と
分
子
生
物
学
の
本

を
調
べ
た
り
…
。
こ
れ
も
非
常
に
面
白
い
結

論
が
出
ま
し
た
よ
。
で
も
、
私
も
王
さ
ん
と

同
じ
く
、
で
き
れ
ば
謎
は
解
き
明
か
し
た
く

な
い
で
す
ね
。

ｌ
ト
ア
ロ
ー
ド
ヘ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

王
「
初
夏
に
な
る
と
爽
竹
桃
の
花
が
咲
き

み
だ
れ
、
そ
の
道
を
異
人
館
の
ご
主
人
が
仕

事
に
向
か
う
。
外
国
人
の
メ
イ
ド
さ
ん
が
窓

か
ら
庭
を
の
ぞ
堂
、
コ
ッ
ク
さ
ん
が
料
理
の

材
料
を
買
い
に
ト
ァ
ロ
ー
ド
の
二
筋
東
の
通

り
（
現
在
の
三
角
市
場
の
あ
た
り
で
、
当
時

欧
米
人
向
け
の
食
料
を
売
る
店
が
数
多
く
あ

っ
た
）
に
出
掛
け
る
」
。
そ
ん
な
懐
か
し
い
神

戸
の
風
景
を
再
現
し
て
欲
し
い
。

北
野
町
界
隈
、
ト
ア
ロ
ー
ド
、
居
留
地
の

三
地
区
の
雰
囲
気
、
よ
さ
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
た
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
も
つ
ま
ち
が

理
想
で
す
ね
。

前
山
外
見
だ
け
で
な
く
、
生
活
を
含
め
、

外
国
と
日
本
の
文
化
が
混
ざ
り
合
う
ま
ち
に

し
、
減
っ
て
き
た
外
国
人
居
住
者
に
戻
っ
て

き
て
欲
し
い
。

後
北
こ
ん
な
に
ポ
リ
シ
ー
を
も
っ
て
い
る

ま
ち
っ
て
素
敵
。
ト
ア
ウ
エ
ス
ト
の
方
も
注

目
さ
れ
、
人
通
り
も
増
え
て
き
た
の
で
、
別

の
意
味
で
ポ
リ
シ
ー
を
も
つ
ま
ち
を
創
り
あ

げ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

弓
倉
ト
ア
ロ
ー
ド
と
文
学
な
ど
、
題
材
に

は
事
欠
か
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
ん
に

特
集
を
組
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
（
笑
）
。

大
内
魅
力
的
な
歴
史
を
利
用
し
、
そ
れ
を

ス
マ
ー
ト
に
う
ち
だ
せ
ば
、
人
々
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
し
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
も
思
い

出
の
場
所
に
な
る
。
そ
の
辺
を
マ
ス
コ
ミ
等

に
上
手
く
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
、
行
政
と

協
力
し
な
が
ら
、
活
性
化
し
て
い
け
る
と
い

い
で
す
ね
。

上
根
年
配
の
夫
婦
が
手
を
つ
な
い
で
歩
く

」１－＝

〈
ト
ア
ロ
ー
ド
ま
ち
づ
く
り

募
金
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
実
施
中
〉

昨
年
十
二
月
十
日
か
ら
今
年
一
月
十
日
の

一
ヶ
月
間
、
神
戸
外
国
倶
楽
部
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

杉
に
八
千
灯
の
あ
か
り
が
灯
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
九
七
年
、
堺
屋
太
一
氏
の
ト
ア
ロ
ー
ド

の
震
災
復
興
へ
の
提
案
で
始
め
ら
れ
た
も
の

で
第
二
回
目
を
迎
え
る
。

■
左
記
の
方
に
募
金
を
頂
き
ま
し
た
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
平
成
十
一
年
一
月
十
五

日
現
在
）

『
○
コ
の
ン
Ｆ
ｍ
力
く
、
「
が
れ
り
や
馬
亜
乃
」
白

石
弘
子
、
「
讃
岐
ご
は
ん
く
ら
ぶ
」
遠
藤
寿
代
、

東
山
魁
夷
、
（
有
）
カ
ム
ア
ク
ロ
ス
、
瀬
戸
本
淳

建
築
事
務
所
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

＊
お
問
合
せ
先

月
刊
神
戸
っ
子
小
泉
美
喜
子
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
ｌ
３

３
１
１
２
２
４
６
）

末
積
隆
夫
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
Ｉ
３
３
１
ｌ
１
３
０
９
）

タ
ル
ジ
ッ
ク
な
思
い
で
洋
館
を
建
て
た
の
で

し
ょ
う
。
華
僑
に
は
、
そ
の
時
、
欧
米
の
商

館
の
人
々
と
一
緒
に
や
っ
て
き
た
人
が
多
く

い
ま
す
。
彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
ト
ア
ロ
ー
ド

を
「
東
亜
」
と
呼
び
ま
す
ね
。

弓
倉
「
ト
ア
ロ
ー
ド
」
と
い
う
、
そ
の
も

の
は
俗
称
で
す
よ
ね
。

大
内
「
ト
ア
ロ
ー
ド
」
は
全
て
の
意
味
を

含
む
可
能
性
が
あ
る
、
最
高
の
名
称
で
す
ね
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
々
に
も
受
け
入

れ
ら
れ
易
く
、
自
然
に
そ
れ
が
使
わ
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

明
治
時
代
の
北
野
町
に
は
、
英
国
人
の
ア

ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
と
独
人
の
ゲ
ル
マ
ン
系

の
二
つ
の
大
き
な
勢
力
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
れ
に
日
本
人
が
絡
ん
で
様
々
な
説
が
生
ま

れ
て
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
ね
。
鳥
居
説

の
謎
は
、
「
鳥
居
は
ト
ァ
ホ
テ
ル
が
で
き
る
前

か
ら
あ
っ
た
の
か
、
後
か
」
で
す
ね
。
先
程
、

シンポジウム風景。左から弓倉、王、大内、上根、後北、

前山、小泉〈敬称略)。それぞれの発言にトアロードヘの
愛請が感じられる

高さ40ｍもあるヒマラヤ杉には

電飾の取り付けも難行

＊
由
来
の
謎
を
解
明
し
た
い
方
は
弓
倉
恒
男
著
『
神

戸
ト
ア
ロ
ー
ド
物
語
』
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

風
景
が
似
合
う
ま
ち
が
理
想
で
す
ね
。

ｌ
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

罰6１
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両親と死別した少年コリン（エドワード・ファーロング）は遠縁

にあたる姉妹に引き取られ、いつも夢見がちな姉ドリーに心を開

いていく。ふとした事件をきっかけにムクジロの樹の上の小屋で

暮らすことになったふたりは…。草原にたたずみ、太陽の光と風

の流れに身をまかせると、草の精のささやきが聞こえてくる、そ

んな気分のストーリー。原作は「ティファニーで朝食を」のトル

ーマン．カポーティ。チャールズ・マッソー監督作品。

日時２／2６（金）２７（±）①１１：00②１３：００③１５：００④１７：００⑤『１９：００

場所神戸朝日ホール（神戸大丸から東へ50ｍ）

料金前売1300円当日1500円

問合せ神戸映画サークル協議会公078-331-8538

時
所
金

~2／2１（日）１０：００～１７：００（入館は～１６：３０）月曜休

神戸市立小磯記念美術館（六甲ライナー「アイランド北口」すぐ）

一般500円高大生350円小中生200円

劇団青い森

迎賓館壁面「絵画」「音楽」展示Ａ
収蔵作品展Ⅳ

ＲＴ
同時開催：第４回小磯良平大賞展

震災4周年と小磯良平没後10年を記念して、収蔵作品30数点とともに

迎賓館所蔵の200号の大作「絵画」と「音楽」が約25年ぶりに展覧会

で公開中。また同時開催の「第４回小磯良平大賞展」では、過去最高

の755人1,117点の中から選ばれた大賞作品、平松賢太郎IURBAN-

Ⅱ」ほか、佳作4点、入選作48点が展示されている。日本における洋

画の現在・過去・未来をチェックしよう。

Ｍ

ＵＳｌＣ

オルケスタ・アストロリコ

｢バレンタイン・タンゴコンサート」

言バンドネオンの名演奏家・門奈紀生率いるタンゴ・アン

サンブル「オルケスタ・アストロリコ」は、「驚異的な偉

業を成し遂げた日本人グループ」（スペイン・ジャー紙）

と、世界のステージでも絶賛された実力派。今回はピア

ソラをはじめタンゴの名曲の数々が演奏され、本場のロ

ベルト，デ・ロサーノ（歌）とルシア＆アルバロ（ダン

ス）が加わる。バレンタインの夜に贈る華腿で小粋な大

人のコンサート。躍動するリズムと切ないメロディーが

心をくすぐる。

◎
己

オルケスタ・アストリコ

日時２／1４（日）１４：００開演（１３：００開場）

喝所神戸新聞松方ホール（ﾊｰバｰﾗﾝド情報文化ビル）

料金前売4200円（当日4500円）

問合せＡＭ神戸企画泰業部迩078-362-7374

畠

8４

小磯良平「絵画」

1974年迎賓館蔵

Ｐ神劇まわり舞台No.７劇団青い森第２２回公演
LＡＹ「ＡＬｏｖＥＬＹＨｏＴＴＩＭＥ」

匡ブﾚゼﾝﾄ棚参照~コヨ

＝ﾚゼﾝﾄ棚参照－コ

円

畠

日
場
料１１

タコ、ゾウ、ネズミ、恋に落ちたタヌキとウサギ、ネコ、カバ、

ライオン、ダンスの好きなワニ、クジラ、果てはサンタクロース

までがおじさんの家にやって来て…。動物たちが持ち込む話題と

おじさんのとぼけた受け答えのおかしさについつい魅きこまれる。

ふくだすぐる作・画の絵本『ただのおじさん』（岩崎書店刊）が原

作のホットなステージは、大人も子供も理屈抜きで楽しめそう。

日時２/2０（±）１６：００１９：0０

２/2１（日）１４：００

場所ＫAVCシアター（新開地・神戸アートピレッジセンターBF）

料金一般前売2500円（当日3000円）中高生前売2000円（当日2500円）

問合せ劇団青い森冠078-412-6180

小磯良平「音楽」
1974年迎賓館蔵

の
己

巳

畷

胃責

Ｃ市民映画劇場２月例会
lＮＥＭＡ「グラスハープー草の竪琴一」('ggB年/ｱﾒﾘｶ/1Cs分）

巳
二
円
⑦

迫
迫
④
い

Ｆ

心を閉ざしていたコリン（左）だが･･･

＝ﾚゼﾝﾄ柵参恩。

↓桑

漠

f型
．
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Ｍ

ＵＳｌＣＬｌＶＥ

☆グレートブルー

中央区琴ノ緒町5.5.29三経ビルＢ１

Ｆ

ＴＥＬ／078.231.0071

体/月、営業／19:00～24:００

火／3000円飲み放題サービスデイ、

水にもだ由香(vo)安藤義則（p)、木

/誰でも参加できるセッションライブ.

☆チキンジョージ

中央区下山手通2.17.15

TEL／078.392.0146

体／不定

2/1(月)CRβ産､２/2(火)PlasiicTree，

2／3(水)スランキーサイド、２／5（金）

TRASH､２／7(日)センチメンタル・シ

ティ・ロマンス、２／１２(金)山弦、２／

１３(土）Ｇ､Ｄ・ＦＬＩＣＫＥＲＳ／NEW

ROTEKA、２／20(土)桜井哲夫

★ロスヒターノス

中央区下山手通3.15.19

TEL／078,391.543.1

体／水(12／28～1／6体)、営業／

１７：００～２３；００

日／高橋、田路、藤塚(9)、月／高

橋、今吉、藤塚(9)、火／石川、大

橋、他１名、藤塚(9)、木／石川、

ＴｌＣＫＥＴ

Ｐ

ＲＥＳＥＮＴ

<ＡＲＴ＞

☆神戸市立小磯記念美術館（～

2／２１「第４回小磯良平大賞展」

｢収蔵作品展Ⅳ」有効・ペア5組）

<PLAY＞

☆KAVCシアター（2／21劇団言い

森「ALOVEI-YHOTTIME」有

効・ベア3組）

〈ＣＩＮＥＭＡ＞

★神戸朝日ホール(2／２６．２７「グ

ラスハーブL草の竪琴‐」ベア3組）

☆パルシネマしんこうえん（３月

末まで有効・２名）ｐ～2／８「ボ

ンベイ」「夢踊る人色』情男女」

p2／9～１９「シューテイング・フ

村田、他１名、藤塚(9)、金／大橋、

村田、永井(9)、土／高橋、田路、

今吉、大橋(9)、日/高橋、田路、藤

塚(9)

☆ビアジュリアン

中央区加納町4.3.2近藤ビル９Ｆ

TEL／078.391.8081

体／無、営業／昼１１：００～１７：３０夜

１８：00～翌２：００（ライブは１９：３０～）

月～金１４：００～１７：００は“午後のテ

イーノトム"内藤佳代子(ｐ)、２／１３

(土）宮本由佳子(sp)中井亮子(P)、

2／15(月)小笠原薫(v､)井上佳子(p)、

2／１６(火)宮本由佳子(sp)袖野亜希

子(p)、２／17(水)高橋菜麻(p)、２／

18(木)杉本泉(sp)近藤美香(p)、２／

１９(金)宮崎万里(v､)、２／20(士)古

岡綾子(vn)、２／21（日）山本朋子

(hp)、２／2２（月）小笠原薫(v)井上

佳子(p>、２／23<火)宮本由佳子(sp）

中井亮子(P)、２／24<水)高橋菜麻(P)、

2／25<木)杉本泉(sp)近藤美香(p)、

2／26(金)右近(sp>松原(p)、２／２７

(±)吉岡綾子(v､)、２／28(日)山本

朋子(hp）

★サテンドール神戸

中央区中山手通1.26.1バツカスビル

２Ｆ

TEL／078.242,0100

体／無、営業／平日１８：００～翌２：

イッシュ」「SFサムライ・フィク

ション」ｐ２／20～3／１「不夜城」

｢裏街の聖者」ｂ３／2～１１「普通

じゃない」「フラッド」Ｄ３／12～

２４「ムトウ」「踊るマハラジヤ」

Ｐ３／25～「マスク・オブ･ゾロ」

｢相続人」

★シネモザイク1～４（３月末まで

有効・2名）し１，「アルマケドン」

'2／下～「エネミー・オブ・ア

メリカ」し2Ｐ「し・ミゼラブル」

し3ｐ「メリーに首ったけ」ｐ「バ

ッチ・アダムス」し４，「リング2」

｢死国」ｐ３／6～「ドラえもん宇

宙漂流記」他2本

★ペレーネシネマ（３月末まで有

効．ペア5組）ｂ～2／１２「のど自

慢」ｐ２／13～3／５「踊る大捜査

線」

★カナートホール（３月末まで有

効・ペア5組）い～2／３「原色パ

00,日祝１８：００～２４：３０

２／15(月)田谷員理子(vo)グループ、

2／１６(火)奥田治(9)カルテット、

2／１７(水)藤井美智(tp)カルテット、

2／１８(木)溝口恵美子(vo)、２／１９

(金)鈴木央紹(t)カルテット、２／２０

(土)安井鉄太郎(d)カルテット、２／

21(日)東川幸嗣(t)セッション、２／

22（月）田谷真理子(vo)グループ、

2／23(火)奥田治(9)クインテット、

2／24(水)松原衣里(vo)、２／25（木）

三木俊彦(as)カルテット、２／２６

(金)土岐英史(as）トリオ、２／２７

(土)宮本直介(b)クインテット、２／

28(日)東川幸嗣(t)カルテット

六ｎｕｌｌｙご

中央区ｶﾛ納町2.4.10水木真珠ビル１

Ｆ

TEL/078.251.5147

体／日、営業／１８：００～２４：００

２／１３(金)木村ヒロヨシ(p)奥田稔

(b)、２／15(月)松本マリトリオ(p)、

2／18(木)宮下博行(p)西垣昌也(b）

高野正明（｡)、２／19（金）村上和子

(p)三原修(b)、２／20(土)山口エミ

(v)飯田一樹(p)、２／22(月)松本マ

リトリオ(p)、２/25(木)松井恵美(v）

舟田拓史(p)、２／26(金)村寸ヒロヨ

シ(p>中村恭一(T)、２／27<土)井手

正雄(1)矢的匡(9)

リ図鑑」、2,/5～111『インド映画

祭」ｐ２／12～3／５「北京のふた

り」

☆西灘劇場・シネマ（３月末まで

有効・ペア5組），～2／１９「相続

人」「レインメーカー」ｐ２／20～

3／５「恋するシャンソン」「原色

パリ図鑑」ｂ３／6～4／2午前「ウ

ルトラマンガイア」午後「ニキー

タ」「レオン完全版」（シネマは成

人映画）

●ハガキかファクシミリで希望す

る館名と住所・氏名・年齢・職

業・電話番号・月刊神戸っ子に望

むことを明記して下記まで（2／

15必着)。

〒650-0011神戸市中央区下山手通

３－１－１８ツインズトアビル4F

神戸オペラ協会第18回オペ

ラ公演｢魔笛」

指押／本名徹次演出／井原広樹

関西でタクトを振るのは初という本

名の力の入れ具合は大きい。それに

応えるために神戸オペラ協会もこれ

以上はないとばかりのキャストやス

タッフを揃えてきた。井原のスピー

ド感あふれる演出も見逃せない。ま

た、今回は役どころによっては大阪

弁も取り入れて全編日本語で演じら

れる。

日時２／6(土)１８：００開演(１７：３０

開場)2／7(日)１４：００開演(１３：３０

開場）

場所アルカイックホール(最寄り

駅阪神尼崎）

料金SS10000円Ｓ9000円

Ａ8000円Ｂ6000円(全席指定〉

問合せ神戸オペラ協会

盆０７９８．６４．１１３７

指揮本名徹次

ＭＯＤＥｍ

ＣＵＬＴ=Ｓ

ＶＯｌＣＥ

?、
ｈ

●誌面が大きく

なり、見やすく

なりました。し

かし、内容が少

しもの足りない

もっと神戸の街歩

,神戸で撮影され

眼<とか）を戦せ

ような気がします。もっと神戸の街歩

き的な記事（例えば、神戸で撮影され

た映画のロケ現場を歩くとか）を戦せ

てください。これからも頑張ってくだ

さい。中央区･佐々木孝昌さん

●「ピット・イン」のページが好きで

す。「神戸っ子」ならではの店の惜報は

とても頼りになります。

中央区･吉田洋子さん

○「もだかる」にお便りをお寄せくだ

さい。宛先はプレゼント柵を見てくだ

(F1AXO78-331-2795）月刊神戸つ子さいね。

｢もだかる9902」編集室

福山雅治／八一ビー・山口写真展福山雅治／八一ビー・山口写真展

ロ‘ＤＩＳＴＡＮＣＥ，,

２月３日(水)～8日（月）

〈最終日は6時終了＞

５階催場

写真家ハービー・山口が撮影した新刊写真集の作品

と福山雅治自身が撮影した写真作品のご紹介です。

"ＤＩＳＴＡＮＣＥ，,

２月３日(水)～8日(月）

<最終日は6時終了〉

5階催場

EMal

入場無料

●主催：神戸阪急。アミューズ

⑧営業時間：１０時～7時30分

２月のお休みは15日（月）・16日(火)(連休とさせ

ていただきます)です。

神戸ハーバーランド

′神戸、

阪急
し ノ

電話(O7B)360-1231

m急東宝ﾜ‘ﾙーﾌ゚
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実
し
た
教
室
で
、
生
徒
は
２
年
間
の

授
業
に
励
む
。
こ
こ
か
ら
虹
世
紀
の

ス
タ
ー
が
誕
生
す
る
。

そ
れ
に
先
立
ち
姐
日
、
旧
校
舎
の

お
別
れ
会
と
し
て
校
舎
が
開
放
さ
れ
、

こ
こ
を
巣
立
っ
た
多
く
の
卒
業
生
た

ち
が
、
青
春
の
汗
を
流
し
た
思
い
出

の
校
舎
に
別
れ
を
告
げ
た
。

Keepcuriosity）

ObserVation，

B3Igmce…

EvermOre！

１
９
３
５
年
に
建
築
さ
れ
た
旧
校

舎
の
老
朽
化
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い

た
、
宝
塚
音
楽
学
校
の
新
校
舎
が
完

成
し
、
廻
月
妬
日
披
露
さ
れ
た
。

新
校
舎
は
５
階
建
で
、
最
上
階
を

宝
塚
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ァ
ー
ッ
が
使

用
す
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
く
充

☆
宝
塚
音
楽
学
校
新
校
舎
完
成

卒業生の鳳闇さんもツタの絡

まる校舎に別れを

ル

新校舎は宝塚大劇場に隣接した武庫川沿い

二
紀
会
の
常
任
理
事
で
も
あ
り
、

神
戸
在
住
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ま
さ
に

長
老
と
も
い
う
べ
き
中
西
勝
画
伯
の

展
覧
会
が
、
２
月
ｎ
日
か
ら
海
文
堂

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
る
。
「
人
間
は
い

と
お
し
い
も
の
。
人
間
を
一
生
懸
命

神
戸
ｌ
天
津
豪
華
フ
ェ
リ
ー
「
燕

京
」
で
本
格
的
中
国
料
理
を
食
べ
な

☆
歓
迎
光
臨
「
燕
京
号
」
へ

よ
う
こ
そ

も
あ
っ
と
い
う
間
に
く
つ
ろ
い
で
し

ま
う
中
国
の
旅
と
な
る
。
こ
の
旅
の

お
薦
め
ポ
イ
ン
ト
は
、
お
い
し
い
中

国
料
理
に
あ
る
。
北
京
ダ
ッ
ク
や
生

く
ら
げ
、
日
本
で
は
食
べ
た
こ
と
も

な
い
珍
し
い
料
理
に
出
会
え
る
。
友

好
的
な
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
帥
人
が
あ

な
た
を
待
っ
て
い
る
。

■
チ
ャ
イ
ナ
エ
キ
ス
プ
レ
ス
ラ
イ
ン
株
式
会
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
２
１
．
５
７
９
１

中国ではエリート職の女性パーサーは若くて美しい人ばかり

が
ら
、
低
料
金
で
中
国
ま
で
行
け
る

の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
チ
ャ
イ
ナ

エ
ク
ス
プ
レ
ス
ラ
イ
ン
株
式
会
社
が
、

神
戸
・
天
津
間
の
運
賃
を
往
復
３
３

０
０
０
円
（
オ
フ
・
シ
ー
ズ
ン
）
に

改
訂
し
て
「
感
動
旅
遊
ｌ
海
か
ら
大

陸
へ
、
雄
大
な
船
旅
の
ロ
マ
ン
を
あ

な
た
に
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め

た
。
１
９
９
０
年
３
月
か
ら
就
航
し

て
以
来
９
０
０
航
海
を
、
無
事
故
で

航
海
を
続
け
て
い
る
蒜
《
京
号
」
は
、

９
９
６
０
ト
ン
の
中
国
籍
客
船
で
、

毎
週
金
曜
日
辺
時
に
神
戸
港
ポ
ー
ト

タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
出
航
。
明
石
海
峡

大
橋
、
瀬
戸
大
橋
の
勇
壮
な
景
色
と
、

瀬
戸
内
の
島
々
や
関
門
海
峡
の
夜
景

を
眺
め
な
が
ら
、
航
路
中
一
番
美
し

い
海
域
の
済
州
島
を
土
曜
日
の
昼
ご

ろ
通
過
。
卵
時
間
で
、
日
曜
日
の
午

後
１
時
に
天
津
に
到
着
す
る
。
昨
年

８
月
か
ら
は
帰
路
、
煙
台
に
も
寄
港

し
て
い
る
。

中
国
で
は
親
交
の
証
に
、
カ
ン
ペ

パ
イ
チ
ュ
ウ

イ
の
声
と
と
も
に
、
白
酒
を
ク
イ
と

飲
み
干
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
白

酒
は
食
前
に
飲
め
ば
、
次
に
食
す
る

も
の
を
や
さ
し
く
胃
が
包
み
食
欲
が

増
す
と
さ
れ
て
お
り
、
カ
ン
ペ
イ
を

繰
り
返
せ
ば
、
船
旅
の
友
は
旧
友
と

化
す
ほ
ど
の
仲
と
な
り
、
ク
ル
ー
と

☆
中
西
勝
展
「
天
地
讃
華
」
２
月
、

海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

EI3

「
心
の
中
の
忘
れ
物
一
書
展

昨
年
秋
、
ハ
ｉ
バ
ー
サ
・
方
ス
で
一
必
の

中
里
」
心
れ
塑
垂
爵
撤
開
誉
荊
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
施
設
で
働
い
て
い
る
障
害

者
達
が
作
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
書
展
で

す
。
彼
ら
は
働
く
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
月
何
回
か
夜
集
っ
て

サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
筆
を
持

つ
一
堂
」
の
大
好
き
な
仲
間
達
で
す
。

会
場
に
入
る
と
大
き
な
あ
ん
ど
ん
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
に
大
胆
に
一
文
字
ず

つ
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
力
強
い

字
で
し
た
。
束
縛
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
彼

ら
独
特
の
味
わ
い
が
あ
り
ま
し
た
雪
個
性

が
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
ま
し
た
。
壁
に
は

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
た
作
品
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。
や
さ
し
い
感
じ
の
害
、
自

由
奔
取
な
書
、
真
面
目
な
害
…
。

み
ん
な
毎
日
の
仕
事
で
疲
れ
て
い
る
は

ず
で
す
。
‐
）
か
〕
、
自
分
の
趣
味
を
い
か

し
て
楽
し
ん
で
い
る
彼
ら
。
活
動
場
所
も

決
し
て
広
い
ス
ペ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
彼
ら
の
顔
は
ゆ
っ
た
り
と
二
毒
・
冒

顔
で
し
た
。
心
よ
り
応
援
し
ま
す
。

・
企
生
あ
楽
し
さ
を
見
つ
け
て
下
さ
い
。

・
何
物
に
も
束
縛
さ
れ
な
い
自
由
な
害
を

い
つ
ま
で
も
書
き
続
け
て
下
さ
い
。．

Ｍ
・
Ｆ
．
．

※
「
障
害
者
’
』
不
本
意
な
が
ら
文
庫
・
で
使

用
し
ま
し
た
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
６
５
０
’
８
７
９
０
神
戸
市
中
央
区
中
町

通
４
．
２
・
川
村
．
．
｛
ビ
ル
Ｂ
１
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
６
０
．
１
２
５
７

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
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ブ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
生
活
見
本
市
」
が

開
催
さ
れ
る
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は

神
戸
デ
ザ
リ
オ
ン
協
会
代
表
の
藤
本

郁
子
さ
ん
で
、
生
活
雑
貨
フ
ァ
ン
憧

れ
の
『
ク
ス
ク
ス
』
の
生
み
の
親
。

神
戸
で
活
躍
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や

シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
ナ
ー
が
集
合
し
、
作

品
・
商
品
を
発
表
す
る
貴
重
な
場
で

あ
り
、
購
入
も
Ｏ
Ｋ
。

器
は
も
ち
ろ
ん
、
手
作
り
家
具
や

皿
中
西
勝
展
ｌ
天
地
詔
華
－

海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
海
文
堂
書
店
２
Ｆ
）

２
月
打
日
（
木
）
～
ね
日
（
金
）
⑩
時
～
氾
時

（
最
終
日
怜
時
ま
で
）

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
３
．
５
．
㈹

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
３
１
．
２
４
６
７

生
か
し
て
い
る
天
地
も
、
い
と
お
し

く
美
し
い
‐
茜
い
う
画
伯
の
言
葉
通
り
、

愛
に
あ
ふ
れ
た
作
品
が
楽
し
み
だ
。

恥

☆
米
田
定
蔵
・
英
男
写
真
展

新
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
常
設
展
示

篭藤翻
迩

町§

昼
晶
制
無
禰

一

織蕊i蕊鍵
米田英男「第一突堤」1995.1.17撮影 中西勝「西瓜を喰う女」

北
野
・
風
見
鶏
の
館
前
に
、
フ
ォ

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
○
畳
の
目
の
菌
函
巴
が

オ
ー
プ
ン
。
長
田
区
在
住
の
カ
メ
ラ

マ
ン
米
田
定
蔵
・
英
男
父
子
の
、
モ

ノ
ク
ロ
作
品
約
帥
点
「
あ
の
朝
、
フ

ァ
イ
ン
ダ
ー
が
と
ら
え
た
神
戸
ｌ
妬

年
１
月
Ⅳ
日
兵
庫
県
南
部
地
震
の

記
憶
」
を
常
設
展
示
す
る
。

「
北
野
町
を
訪
れ
る
観
光
客
に
、
震

災
時
の
神
戸
の
様
子
を
理
解
し
て
も

ら
う
手
だ
て
に
な
れ
ば
」
と
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
店
を
経
営
し
て
い
る
寺

前
勝
栄
さ
ん
が
、
店
の
改
装
を
機
に

２
階
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
始
め
た
。

米
田
定
蔵
さ
ん
は
「
大
震
災
の
教

訓
と
人
の
心
の
美
し
さ
を
忘
れ
な
い

た
め
に
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
た
こ
の
作
品
で
、
師
年
ｎ
月

に
ロ
ド
ニ
ー
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

■
○
関
」
の
ｇ
の
苗
画
の

神
一
厘
ｍ
中
央
区
北
野
町
３
．
柵
・
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
２
５
２
．
０
４
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
２
５
２
．
１
０
２
４
，

入
舘
鯛
済
／
１
０
０
円
（
小
畠
寺
室
以
下
無
料
）

９
時
～
打
時
／
課
杯

☆
神
戸
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
結

３
月
心
『
生
活
見
本
市
」
開
催

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
美
術
館
で
、
３
月
辺
日
か
ら
３

Ｄ
Ａ
Ｙ
，
Ｓ
ラ
イ
フ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

甲
東
園
の
く
す
の
き
通
り
の
閑
静

な
住
宅
地
の
中
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
直
輸

入
の
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
ド
ル
チ
ェ
」

が
あ
る
。
オ
ー
ナ
ー
の
隙
田
さ
ん
が

直
接
買
い
付
け
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

8７

岨
調
識
地

☆
と
っ
て
お
き
の
ギ
フ
ト
は

「
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｃ
Ｅ
」
に
あ
り
ま
す

；

域諭

石
作
下
子

手に取ったらそれが器との出会い

布
製
品
な
ど
に
加
え
、
東
京
の
宝
石

会
社
「
シ
ル
バ
ー
＆
ア
ー
ト
パ
レ
ス

ジ
ャ
パ
ン
」
の
協
力
に
よ
り
珍
し
い

宝
石
の
展
示
即
売
も
あ
る
。

回
３
Ｄ
Ａ
Ｙ
も
ラ
イ
フ
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
里
活
見
本
匝

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
オ
ル
ビ
ス
ホ
ー
ル

（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
）

３
月
担
日
（
金
）
～
科
日
（
日
）
制
時
～
旧
時

入
場
料
孝
一
父
６
０
０
円
忠
聖
以
下
３
０
０
円

問
合
せ
／
神
戸
デ
ザ
リ
オ
ン
協
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
２
３
１
．
５
６
６
７商品の説明も優しくしてくださる篠田さんご夫妻

蹴
蕊
雛
睡
錘
編
や
。

胆
計【
四Ｆ

P

i虜弓劃

灘
鰯

☆
に
っ
ぼ
ん
虫
の
眼
紀
行

マ
オ
タ
ン
チ
ン

毛
丹
圭
員
著

法蔵館

000円(税別）本体２

作
暫
は
大
阪
の
〈
蕊
私
に
勤
め
な
が
ら
、
中

国
や
香
港
の
マ
ス
コ
ミ
等
で
執
飛
活
動
を
銃

け
る
、
類
ま
れ
な
る
知
性
の
持
ち
主
。
碓
か

な
思
想
は
言
語
す
ら
超
え
る
の
だ
。
と
い
っ

て
も
冷
た
さ
は
少
し
も
感
じ
ず
、
作
者
の
万

象
に
対
す
る
深
い
愛
の
み
が
あ
る
。

感
情
に
酔
い
す
ぎ
る
庭
と
な
く
自
ら
の

心
の
ま
ま
を
描
琶
、
時
に
現
代
日
本
の
語

り
部
と
化
し
て
い
る
。

☆
く
匡
Ｎ
ｍ
ｇ
『
○
大
画
乏
の
三
の
三

乏
○
『
天
の
Ｏ
竜
、
胃
ｏ
で
の
ｍ
の
『
一
の
の

川
西
裕
三
郎
著

川
西
さ
ん
の
木
版
画
を
遡
戸
っ
子
な
ら
一

度
は
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
、
年
弛
の

方
は
父
・
英
さ
ん
の
ほ
う
に
馴
染
み
が
深
い

と
は
い
え
、
木
版
画
の
第
一
人
者
と
い
え
ば

や
は
り
作
者
を
お
い
て
他
に
い
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
名
所
の
数
々
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
本
書
の
作
品
群
は
、
モ
ノ
ク
ロ

と
カ
ラ
・
・
の
部
分
が
交
錯
し
、
独
圃
の
不

思
議
な
味
わ
い
。
実
際
に
訪
れ
た
こ
と
の

あ
る
人
な
ら
、
ま
た
格
別
だ
ろ
う
。

神
戸
の
本
棚
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震
災
四
周
年
職
牲
者
追
悼
式
」
が
花
を
捧
げ
た
。

が
、
兵
庫
県
公
館
で
行
わ
れ

た
。
犠
牲
者
名
簿
奉
呈
、
献

唱
曲
の
演
奏
の
後
、
出
席
者

全
員
で
正
午
に
黙
祷
を
捧
げ
、

貝
原
俊
民
知
事
に
よ
る
追
悼

式
辞
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

式
に
は
秋
篠
宮
ご
夫
妻
や
小

洲
恵
三
首
相
も
参
列
し
追
悼

の
言
葉
を
述
べ
、
震
災
で
両

親
を
亡
く
し
た
西
宮
市
の
建

沼
真
利
さ
ん
が
遺
族
代
表
の

言
葉
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、

被
災
地
か
ら
安
全
・
共
生
を

と
い
う
．
・
一
七
宣
言
」

を
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
野

8８

現
代
は
「
地
方
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
、

確
か
に
東
京
の
中
央
一
極
集
中
が
非
難
さ

れ
る
風
潮
は
あ
る
。
し
か
し
そ
の
流
れ
は

益
々
顕
著
に
進
み
、
一
向
に
改
ま
る
気
配

は
な
い
。
政
治
も
、
自
民
と
自
由
が
提
柵

を
し
て
な
ど
や
か
ま
し
い
が
、
経
済
状
況

も
金
融
状
況
も
不
透
明
の
ま
ま
で
、
不
況

感
が
募
る
ば
か
り
で
め
ざ
ま
し
い
グ
ラ
ン

ド
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
。
打
つ
手
は
な
い
の

か
。
不
透
明
の
ま
ま
で
放
置
す
る
し
か
な

い
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
進
め
る

兵
庫
県
下
で
ダ
ウ
ン
誌
が
組
む

花時計

一
月
十
七
日
（
日
）
、
兵
庫

県
主
催
の
「
阪
神
・
淡
路
大

おしゃれなティータイムにぴったりのD,ArtDuCroU（フランス）の
ティーポット

べ
き
方
法
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
既
に
明
確
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
小
さ

い
政
府
・
行
政
の
実
現
で
あ
り
、
根
本
的

に
は
政
府
の
改
造
で
あ
ろ
う
。
民
間
の
企

業
は
今
、
必
死
の
リ
ス
ト
ラ
を
行
っ
て
い

る
が
、
政
府
や
自
治
体
の
リ
ス
ト
ラ
が
行

わ
れ
る
気
配
は
な
い
。

つ
ま
り
、
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
の
っ

と
り
、
市
民
が
強
く
主
張
し
行
動
に
移
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

「
地
方
の
時
代
」
も
実
際
に
効
果
の
あ

る
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
り
イ
ベ
ン
ト
が
計

画
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

今
春
、
兵
庫
県
下
の
タ
ウ
ン
誌
虹
社
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

情
報
が
、
県
下
の
隅
々
に
行
き
届
く
こ
と

の
で
き
る
状
況
が
生
ま
れ
る
。

兵
庫
県
下
型
タ
ウ
ン
誌
が
地
域
文
化
づ

く
り
の
最
前
線
を
楯
っ
て
立
つ
日
も
近

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
〈
Ｙ
‐
Ｙ
〉

の
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ッ
グ
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
は

ど
れ
も
こ
れ
も
上
質
の
一
品
揃
い
・

自
宅
用
に
買
い
求
め
る
人
は
も
ち
ろ

ん
、
ち
ょ
っ
と
し
ゃ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
求
め
て
足
を
運
ぶ
お
客
さ
ま
も

少
な
く
な
い
。
宅
配
も
行
っ
て
い
る
。

女
性
向
け
の
商
品
が
多
い
の
で
今
年

の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
お
返
し
は
ド
ル

チ
ェ
で
選
ん
で
み
て
は
？

画
ド
ル
チ
ェ

西
宮
市
上
田
東
園
１
・
記
・
記

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
８
．
５
３
．
７
６
５
６

佃
時
～
ね
時
／
日
曜
休

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｌ

「
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
ｌ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
Ｊ

六
．
画
、
勺
◎
の
『

★
詩
人
の
藤
本
義
一
氏
（
サ
ン
ト
リ
ー
勤
務
）
が
仕
事

場
を
住
ま
い
と
さ
れ
、
会
社
へ
も
非
常
勤
で
出
社
し
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
さ
れ
な
が
ら
ガ
ン
征
服
中
。
〒
１
５

１
．
０
０
５
３
座
足
範
抜
谷
区
代
々
木
２
．
塑
・
３
．

５
０
３
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
．
３
３
７
９
．
２
４
２
８
．
種
張

狗
義
一
さ
ん
！

☆
兵
叩
県
ス
ケ
ー
ト
辿
盟
副
会
長
・
上
野
衣
子
さ
ん
の

室
番
変
更
．
〒
６
５
０
．
０
０
０
１
束
灘
区
森
北
町

６
．
６
・
過
ヴ
ィ
ラ
上
野
１
０
１
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ

７
８
．
４
１
２
．
７
０
０
１

☆
銀
座
百
店
会
の
住
所
が
〒
１
０
４
．
０
０
６
１
塞
呆

都
伽
央
区
銀
座
５
．
８
・
加
銀
座
コ
ア
８
Ｆ
（
赤
膝
美

子
編
築
長
）
に
。

☆
写
真
家
の
小
山
保
氏
が
司
胃
叩
自
馬
顕
○
○
房

届
ｇ
」
を
自
叫
曲
版
。
フ
ォ
ト
ス
・
コ
ャ
マ
中
処
置
楠

町
６
．
２
．
刀
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
７
１
．
５
７
６
０

☆
小
関
三
平
氏
が
神
戸
に
転
居
。
〒
６
５
８
．
０
０
３

２
束
漣
隆
里
庁
町
中
５
．
ｎ
．
５
０
１
．
３
６
０
５
Ｔ

Ｅ
Ｌ
８
５
７
．
６
２
３
９
．
４
月
よ
り
神
戸
山
手
大
学

の
撒
猿
に
職
世
さ
れ
ま
す
。

★
（
株
）
消
村
デ
ザ
イ
ン
・
代
表
取
錦
溌
の
清
杜
」
司

氏
が
、
ト
ァ
ロ
ー
ド
に
。
〒
６
５
０
．
０
０
１
２
巾
央

区
北
長
狭
通
３
．
哩
・
１
ク
ロ
ス
ビ
ル
３
Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７

８
．
３
３
３
．
６
６
０
４
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
２
７
．
３
０
５
５

☆
旅
行
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
川
端
歌
一
氏
が
、
上
海
・

有
得
利
奥
団
Ｙ
Ｔ
Ｒ
企
画
・
Ｙ
Ｔ
Ｒ
ト
ラ
ベ
ル
／
堂
島

旅
行
サ
ロ
ン
を
新
設
。
〒
５
３
０
．
０
０
０
４
大
阪
市

北
区
堂
島
浜
１
．
１
．
９
Ｔ
瞳
Ｌ
０
６
．
６
３
４
４
．

５
５
７
５
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
．
６
３
４
５
．
７
８
０
１

☆
テ
ノ
ー
ル
の
羅
清
水
さ
ん
に
初
孫
・
梨
華
ち
ゃ
ん
誕

生
。
２
月
８
日
大
阪
リ
ッ
ッ
カ
ー
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で
デ

ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
の
予
定
。

★
海
上
自
衛
隊
阪
軸
基
地
隊
司
令
に
、
坂
上
芳
洋
氏
が

昨
年
吻
月
に
著
住
さ
れ
ま
し
た
。
〒
６
５
８
．
０
０
２

４
市
職
区
鑓
附
遜
耐
訂
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
４
４
１
．
１

０
０
１
．
官
舎
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
４
１
２
．
２
５
６
５

★
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
嶋
本
昭
三
さ
ん
の
個
展
が
、
２
月

廻
日
（
全
よ
り
犯
日
（
日
）
ま
で
大
阪
・
心
斎
柵
東

栄
ピ
ル
－
階
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
．
６
２
８
１
．
０
３
１
７

☆
声
窪
奈
の
今
井
勲
子
さ
ん
が
、
廻
月
詔
日
に
肝
硬
変

の
た
め
死
去
。
密
葬
は
東
灘
の
花
力
で
。
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
ル
ミ
ナ
ス
湘
兇
の
汁
蔓
・
熊
野
幸
一
氏
が
廻
月
〃
日

に
死
去
。
中
勝
寺
で
ご
趣
離
が
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

軸＆

ゼ
野

阪
神
・
淡
路
大
震
災
四
周
年
追
悼
式

ま
た
、
神
戸
文
化
ホ
ー
ル

で
は
、
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災

犠
牲
者
神
戸
市
追
悼
式
」
が

行
わ
れ
、
笹
山
幸
俊
市
長
が

式
辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

長
谷
川
忠
義
・
市
議
会
議
長

と
芦
田
弘
逸
副
知
事
が
そ
れ

ぞ
れ
追
悼
の
辞
を
述
べ
た
。

式
に
参
列
し
た
約
三
千
人
の

遺
族
を
代
表
し
東
灘
区
の
有

吉
敏
子
さ
ん
が
挨
拶
し
、
追

悼
曲
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」

の
演
奏
や
、
「
し
あ
わ
せ
運
べ

る
よ
う
に
」
の
合
唱
の
中
、

献
花
が
行
わ
れ
た
。

｜
雛
ひ
ぷ
『

Ｉ 幸
次
郎
・
神
戸
大
名
誉
教
授

が
読
み
上
げ
る
中
、
遺
族
ら
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れ
連
臓
誇
舗
趣
蕊
哩

そ
（
窯
羅
露
諦
霊
誌
来
愚
人

っ
窪
議
群
議
躍
り
屋

か
み

ね
（
蕊
馳
今
需
禦
雫
心

な
蕊
誰
鞠
鱈
蓬
溌
蕊

ら
（
需
謹
詞
蕊
蝿
去
の
こ
と

む
せ

む
一
窯
撰
潅
爵
議
徳
を
し
て

う
一
謹
誕
誇
鋪
蕊
踊
系
な
く
？

ゐ
（
潔
雑
い
一
難
託
も
親
孝
行

の
（
畢
誌
津
鯖
津
畷
大
好
き
で

お
（
窯
雛
蕊
羅
躍
ち
な
が
ら

く
（
縄
雛
諒
講
薙
が
あ
る

や
（
窯
謹
齢
雑
曝
雫

ま
（
譲
窪
麺
蝿
議
踏
が

ナ
（
兄
さ
ん
は
）
消
し
忘
れ
し
た
恋
の
火
で

Ｉ
慌
て
ふ
た
め
く
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
だ
よ

ふ
（
窯
誰
咋
な
戦
蕊
き
に
な
り

ゴ

『
、
（
兄
さ
ん
は
）
意
志
が
強
く
て
目
も
き
つ
い

、
Ⅲ
兄
弟
姉
妹
守
る
と
そ
う
な
る

ろ
く

ろ
（
霊
窪
騨
溌
湾
っ
た
け
ど

は
（
兄
さ
ん
は
）
恥
ず
か
し
が
り
屋
で
は
に
か
み
や

し
っ
か

と
こ
ろ
が
立
場
変
る
と
確
り

に
（
兄
さ
ん
は
）
憎
ま
ず
嫌
わ
ず
笑
顔
よ
し

ど
ん
な
と
き
で
も
調
和
が
基
本

ほ
（
兄
さ
ん
は
）
誉
め
ら
れ
る
こ
と
余
り
な
し

損
し
た
よ
う
で
も
人
生
徳
積
み

へ
（
兄
塞
誕
玲
霜
啄
識
し
や

し
」
（
兄
さ
ん
は
）
と
に
か
く
勉
強
出
来
な
い
が

と
こ
ろ
が
不
思
議
誰
か
れ
指
導

学
つ
（
兄
さ
ん
は
）
小
さ
い
頃
か
ら
人
が
好
き

あ
ん
な
陽
気
は
何
処
で
学
ん
だ

、
ソ
（
兄
さ
ん
は
）
利
害
損
得
無
と
ん
着

自
分
の
こ
と
よ
り
相
手
に
尽
す

い
（
兄
さ
ん
は
）
抜
け
た
古
釘
大
切
に

物
大
切
は
親
の
賎
か

プ
⑨
留
守
番
を
さ
せ
る
と
兄
さ
ん
間
が
抜
け
る

留
守
番
に
又
一
人
守
り
要
る

お
こ

今
と
（
兄
さ
ん
は
）
烏
涛
が
ま
し
い
》
』
と
大
好
き
か

謹
言
実
直
真
面
目
が
絵
に
な
る

わ
（
兄
さ
ん
は
）
忘
れ
っ
ぽ
く
て
愛
嬬
者

失
敗
と
ち
り
で
人
に
好
か
れ
る

司糸
〃
（
兄
さ
ん
は
）
可
愛
い
人
を
待
つ
と
云
い

心
清
め
て
聖
人
君
子
で

よ
（
兄
さ
ん
は
）
良
い
人
生
を
決
心
し

真
理
求
め
て
人
里
離
れ
る

た
（
兄
さ
ん
は
）
沢
山
友
達
慕
い
来
る

ど
ん
な
御
縁
も
大
切
に
す
る

〈
兄
さ
ん
い
ろ
は
歌
〉

藤
介
､〉

ろ
ば

※「星の王子さま」よ

歌

型
その1０

今
井
啓
介

〈
今
啓
パ
ー
ル
（
株
）
社
長
〉

ん すせもひゑしみめゆきさあてえこ

（
兄
さ
ん
は
）
今
度
の
仕
事
は
や
る
と
云
い

次
か
ら
次
へ
と
職
場
を
変
え
る

（
兄
さ
ん
は
）
江
戸
っ
子
気
質
に
憧
れ
て

一
塁
泉
へ
行
っ
た
切
り
音
沙
汰
も
な
し

（
兄
さ
ん
は
）
手
紙
書
く
こ
と
大
嫌
い

お
酒
が
廻
る
と
電
話
臆
と
な
る

（
兄
さ
ん
は
）
朝
が
て
っ
き
り
弱
い
の
で

ひ
ろ
め
ん
ど
ん

昼
行
燈
で
毎
日
出
勤

（
兄
さ
ん
は
）
冴
え
た
頭
の
持
ち
主
で

何
を
聞
い
て
も
知
ら
ぬ
こ
と
無
し

（
兄
さ
ん
は
）
今
日
の
出
志
蚕
』
と
今
日
果
た
す

明
日
の
計
画
整
理
も
上
手

（
兄
さ
ん
は
）
夢
多
き
人
い
つ
の
日
も

真
実
誠
実
い
つ
も
実
行

（
兄
さ
ん
は
）
眼
の
鋭
さ
が
身
体
に
も

全
身
全
霊
迫
力
の
あ
る

（
兄
さ
ん
は
）
み
ん
な
の
希
望
我
が
家
で
も

親
も
自
慢
で
弟
妹
拝
す
る

し
っ
が

兄
さ
ん
は
確
り
し
て
る
が
間
も
抜
け
る

そ
ん
な
愛
婿
に
誰
も
が
慕
う

（
兄
さ
ん
は
）
映
画
を
観
る
と
い
つ
の
日
も

ま
る
で
ヒ
ー
ロ
ー
態
度
に
出
て
来
る

兄
さ
ん
は
暇
を
つ
く
っ
て
読
書
好
き

真
理
も
読
む
が
あ
の
ポ
ル
ノ
ま
で

（
兄
さ
ん
は
）
も
う
手
に
追
え
ぬ
腕
白
で

両
親
お
手
あ
げ
一
度
は
見
捨
て
た

（
兄
さ
ん
は
）
世
間
一
般
常
識
音
痴

唯
一
自
慢
は
身
体
は
丈
夫

（
兄
さ
ん
は
）
好
き
こ
そ
物
に
夢
中
だ
が

そ
の
他
の
こ
と
ま
る
で
駄
目
な
の

運
を
呼
ぶ
膜
想
上
手
深
呼
吸

静
か
に
細
く
糸
の
よ
に
吐
く

）
Ｌ'

遥蓉
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